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　ぬくもりがゆっくりと離はなれていく。

　白しら雪ゆきはまじまじと琥こ珀はくを見つめた。

　琥珀は、そんな白雪のさまに微笑ほほえんでみせる。

「驚おどろいた？」

　白雪は答えられなかった。なんと答えるべきかわからなかったのだ。

「それとも、信じられない？」

　問われた白雪はただただ戸と惑まどった。それが顔に出たらしい。

「僕が、その、……君に想おもいを寄せるのは、迷めい惑わくかな」

「よく、わからない……わ」

　かすれた声で白雪は答えた。

　琥珀の言葉が今さらのように頭に染しみ込んできた。その意味を理解すると、ゆっくりと顔が熱くなっていくのがわかる。

　頰ほおに琥珀の手が伸のびてきた。触ふれられて白雪は身を硬かたくしたが、琥珀の指先は羽う毛もうのようにやわらかかった。

「君が、たいせつで……つらい思いを味わわせたくないんだ。だから、……」

　琥珀は、そこで言葉を切った。

　彼は眉まゆを寄せると、覚かく悟ごを決めたようにきっぱりと告げた。

「白雪。一いつ緒しよに神しん杖じようを出て、遠くへ行かないか」

　脈みやく絡らくのない琥珀の提案に、白雪は瞠どう目もくする。

「遠く、へ……？」

「斎さい宮ぐうでいつづければ、君は身も心も磨すり減らしていくだけだ。次代の斎宮なんて、いつ現れるかわからない。年を取って死ぬまで斎宮位に縛しばりつけられる可能性だってあるんだよ」

　琥珀は苦々しげにつづけた。「この国はくさってる。……君のようなちいさな子ひとりに、国土の安あん寧ねいを背負わせるなんて、おかしいよ」

「でも、わたしが斎宮を退しりぞいたら、この国はどうなるの？」

　白雪の問いに、琥珀は答えない。

　ふいに琥珀の手が伸びて、きつく白雪の左手を摑つかんだ。

「琥珀……？」

「この手の烙らく印いんが、君をこの国土に縛りつけている」

　手のひらの烙印を乱暴にさぐられて、白雪は身を竦すくめた。琥珀の指先から、敵意に似た波長ヒビキが伝わってくる。

「やめて、琥珀」

　白雪は喘あえぎながら訴うつたえた。「放して、……痛い」

　自分自身の不安と、琥珀から伝わってくる言いしれぬ感情に、白雪は唇くちびるを嚙かむ。

　そして、琥珀の唐とう突とつな言動に戸惑ってもいた。

　四人の騎き士しが迎むかえに来なければ、白雪はこの国の斎宮になってはいなかった。

　そのひとりである琥珀が、斎宮位を捨てて遠くへ行こうと言うのだ。

　矛む盾じゆんしている。そう、思った。

「ねえ、どうしてそんなことを言い出したの」

　白雪は疑問を口にした。「わたしが斎宮でなくなったら、この国はどうなるの……」

「滅ほろぶだけだよ」

　低い琥珀の声は、白雪に衝しよう撃げきを与あたえた。

「ほろぶ……」

　その言葉から想起されるのは、白雪にとっては『死』そのものだった。

　神杖というこの国が、死ぬ。

　では、この国に拠よって生きている人々はどうなるのだ。

　この国の、民たみは。

「琥珀は、それで平気なの？」

　白雪は、じっと琥珀を見つめた。

　琥珀の視線が返される。

「平気だよ」

　その答えに、白雪は愕がく然ぜんとした。

「そんな……」

　言葉が継つげない。

「白雪、いつまでもつづくものなんて、この世のどこにもない。始まりがあるからには、必ず何もかも終わりを迎えるんだ。……いつかは僕だって、君だって死ぬ。この神杖という国も同じように、終わりを免まぬがれることはできないんだよ。その『終わり』が、今この瞬しゆん間かんに訪おとずれたとしても、何ひとつ不思議ではないから……」

　琥珀の声はやさしかった。だが、白雪は首を振ふった。

「そんなの、わたしは、いや」

　抗あらがう声が震ふるえる。

　怒いかりとも、悲しみともつかない感情が白雪を衝つき動かした。

「白雪、……」

「いやよ！　わたしが斎宮を退けばこの国が滅ぶというのなら、決して退いたりなんかしないわ。ずっと斎宮でいたってかまわない。年を取って死ぬまでずっと、」

「──うるさい」

　低い声が、白雪の言葉をすっぱり断たち切った。

　白雪ははっとしてそちらを見た。

　そちら、──横たわっている、千ち白しろを。

　さきほどまで閉とざされていた瞼まぶたが開き、美しい彩いろどりの瞳ひとみがのぞいていた。

「……ちしろ」

「なんなんだ、おまえら」

　千白はむくりと身を起こすと、鋭するどいまなざしを向けてくる。「ここに無断で入ってくるとは、いい度胸だ」

　白雪は言葉をなくして千白をまじまじと見つめた。

「千白……？」

　琥珀が驚いたようにその名を呼ぶ。

「気安く俺の名を呼ぶな」

　千白の答えはあくまでも鋭い。「おまえは誰だれだ。どうしてここにいる」

　白雪はゆっくりと千白に手を伸ばした。千白はいぶかしげに白雪の顔と、伸ばされた左手を見比べる。

　左手を。

「……その、手は」

　千白は白雪の左手の烙印をみとめると息をのんだ。眉がぎゅっと寄る。何かを思い出そうとするような表情。

「おまえは、……誰だ？」

　決定的なその問いに、白雪は伸ばしていた手を止めた。

「千白、わたし、よ……わからないの……」

　朱あか月つきとの戦いでぼろぼろになった千白は、今までこの場所で眠ねむっていた。

　そのあいだに自分を忘れてしまったというのか。白雪は混乱して言葉を失う。

「わからないも何も、おまえのような子どもは初めて見る」

　いつもとまったく異なるその居い丈たけ高だかな口調に、白雪は千白との距きよ離りを感じる。

「白雪は君の宿やど主ぬしなのに」

　琥珀が言うと、千白は彼に視線を向けた。じろじろと上から下まで値ね踏ぶみをするような目つきだった。それから白雪を一いち瞥べつすると、

「こんな子どもを宿主にした憶おぼえはない」と、言った。

　白雪は衝撃を受け、ただひたすら千白を見つめる。

　千白はその視線を気にもとめず、小さなあくびをひとつした。

「だいたい、いったい今はいつなんだ。やたらとだるいぞ。ここにいるということは、俺は眠っていたんだな。眠る前にいったい何があったんだ」
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「千白は、その、……戦って、ぼろぼろになって、……九く連れんがここに連れてこいというから」

「九連？」

　白雪が覚おぼ束つかなく説明し始めると、その名に千白が引っかかってくる。

「九連環かん杖じようよ」

「九連環杖を九連と呼ぶ、……おまえは斎さい宮ぐうなのか」

「そうよ。千白は、……千白がわたしの中から出て来て、一いつ緒しよにいてくれると言ったのに」

「俺が、おまえの中から」

「いつも影かげの中でそばにいてくれたでしょう？　できることはするけど、できないことはしないって言ってくれたじゃない……！」

　白雪は思わずこぶしを振り上げて、千白の胸を叩たたいた。千白は顔をしかめ、白雪の両手首を摑つかみ、顔を覗のぞき込む。

「……ということは、おまえが今の俺の宿主か」

　ひさしぶりに間近で見た千白の顔に、白雪はどきりとした。眠る前とはまったく違ちがう人のように、その顔つきは険けわしく年取って見えたからだ。以前の千白は白雪よりやや年とし嵩かさに見える程度の外見だったが、今は二十代半ばに見えていた。

「千白、何も憶えてないの」

　言葉を失ってしまった白雪の代わりに、琥珀が尋たずねる。「いったい、いつからなら記き憶おくがあるんだい」

「憶えているのは、……あいつが死んだときまでだ」

　千白は、白雪の肩かたにそっと顔を伏ふせた。「だめだ。名前が思い出せない……」

「あいつって、女のひと？　男のひと？」

「女だ」

「じゃあ、国こく祖そでないのは確かだね」

　琥珀が指し摘てきする。「千白が、国祖のあとに宿主にしたのは、全員女性だっていう話だから。みんな、斎宮なんだ。それはわかる？」

「ああ。三人いた……」

　千白は白雪の手を放すと、額ひたいを押さえた。「そうか、……あれからずいぶんと経たっているんだな。今は何年だ？」

「天てん暦れき一二二三五年」

　答える琥珀の口調はあくまでも冷静だった。

「一万年を過ぎたのか」

　千白は感かん慨がい深く呟つぶやくと、白雪を見た。まなざしの深さに、白雪は冷たい手で心臓を摑まれたような錯さつ覚かくをおぼえる。

　知らない他人を見る目。だが、その他人に慣れなくては、と思っている目。

「千白は、本当に……わたしを憶えてないの？」

　喉のどがひりついて、問う声がかすれる。白雪は責めるような口調になるのを止められなかった。

　いつまでも一緒にいるといったその口が、おまえなど知らないと拒きよ絶ぜつの言葉を紡つむぐ。

　なんという手ひどい裏切りだ。

「裏切ってなんかいない」

　千白は戸と惑まどったような表情を浮うかべる。

　白雪ははっとした。

「考えてることが、わかる、の……」

「確かに、どうやら本当におまえは今の俺の宿主のようだな、しらゆき」

　ぎこちなく名を呼ばれ、白雪の中で怒いかりに似た感情がさざめいた。

　千白はそんなふうに呼ばなかった。

　千白は、……『俺』なんて、言わなかった。

「そうなのか」

「やめて」

　白雪は立ち上がった。

　輝キ石セキノ神カミは宿主の心、その表層に浮かんだ言葉となる直前の思考を読み取ることができる。宿主の意に沿そうためだと聞かされていたが、白雪はそれをしないよう千白に頼たのんでいた。

　千白も承しよう諾だくしてくれていたのに。

「わたしの心を、読まないで！」

　そう叫さけぶなり、白雪は床ゆかを蹴けった。浮ふ遊ゆう階段を駆かけ上る。琥珀が呼んでいたが、振ふり向かなかった。

　出会ってからずっと、千白を誰よりも信じていた自分を、白雪はこのとき初めて知ったのだった。










「……ひどいな」

　琥珀は呟いて、千白を見た。「本当に、千白は白雪のことを憶えてないの？」

「ひどいと言われてもな」

　千白はもう一度あくびをした。「それより、おまえたち、さっきは不ふ穏おんだったな。無む理り強じいはいけないぞ」

「無理強いなんて」

　琥珀はやや慌あわてた。

「無理にあの子どもをこの国から引き離はなしても、幸せになるかどうかなんてわかるものか」

　会話は聞こえていたらしい。それとも、白雪の心を読んだときに察したのか。

「でも、ここにいても不幸になるばかりだ……」

　琥珀は呟くと、白雪の去っていった階段を見つめた。

「本当の幸せなど、本人にしかわからない」と、千白は呟く。「当人でないおまえが幸せだからとあの子に何かを強しいたとして、あの子がそれを不幸だと思えば不幸だ。わかるか」

「ややこしいことを言うなあ、千白は」

「ややこしくはない。それと、名で呼ぶな。俺をそう呼んでいいのは宿主だけだ」

　今までの千白とは違う拒絶に、琥珀は戸惑う。

「じゃあ、なんて呼べばいいのさ」

「呼ぶ必要などないだろう。宿主以外のただの人間が、どうして俺に話しかけるんだ」

　千白は不思議そうに言った。琥珀は思わず眉まゆを寄せる。

「今までの斎宮の騎き士しには、なんとも呼ばれなかったの？」

　そう問いを変えると、千白は、ああ、という顔をする。

「おまえは騎士なのか」

「ふつうの人間はここまで来られないだろう」

　琥珀の言葉に、千白は納なつ得とくしたような表情を浮かべる。

「確かにそうだな。──だが騎士たちは、よほどのことがないかぎり、俺を輝キ石セキノ神カミと呼んでいたぞ。俺に話しかける必要があれば、おまえもそう呼ぶがいい」

「輝キ石セキノ神カミ……」

「なんだ」

「僕は前は、あなたを千白と名で呼んでいた。咎とがめられなかったからだ」

　琥珀は改まった口調で千白に話しかける。千白も黙だまってそれを聞いている。

　そんな千白の表情は落ちついていて、以前のようなきらきらした明るさや陽気さはかけらも見当たらない。

「本当は、そう呼ばれるのは嫌いやだったのですか」

「……俺は、目をさますたびに違う者になっているらしい」

　千白は言いにくそうに説明した。「宿主が代わると記憶が混乱して、俺の印象や外見は少しずつ異なるようだ。俺自身も、自分のことなのに、どうして以前はそうだったのか、今はそうでないのかわからないこともままある。それに今は、おまえたちの前に顕けん現げんしてから今までのことを思い出せない。──おまえが知っていた俺は、名で呼ばれることに頓とん着ちやくしなかったのかもしれないが、今は、いやだ」

　語る声は、琥珀も今までに聞いたことのある千白の声だった。しかし以前より落ちついて低い。口調も違っている。

「わかった。──わかりました。仰おおせの通りに、輝キ石セキノ神カミ」

　琥珀がいつもの親しげな口調から丁てい寧ねい口調に切り替かえると、千白はわずかに眉を寄せた。

「不服そうだな」

「そう見えましたら、ご勘かん弁べんを」と、琥珀は静かにつづけた。「ですが、僕が不満に思っているのは、僕への態度などではなく、あの子、……我わが姫ひめへの仕打ちです」

「その、我が姫とやらはどこへ行ったかわかるか」

「それはわかりませんが……とりあえず、ここは去りましょう」

　琥珀は釈しやく然ぜんとしないまま、立ち上がった。










　白雪は斎さい宮ぐう殿でんをとび出すと、庭園を北東へ向かって駆けた。

　誰だれにも会いたくなかった。

　いつのまにか千白の存在は深く白雪の中に喰くい込んでいた。どこまでもいつまでもついてくる、やっかいな輝キ石セキノ神カミ。

　あけっぴろげに感情を口にし、行動で、白雪の傍そばにいるとめいっぱい表していた。

　それが、白雪にとっての、千白、だった。

　北東の、庭園を囲む城じよう壁へきに空く穴は、竜りゆう珠しゆでなければ見ることができない。この穴を使って、代々の斎宮やそのほかの王族がおしのびで城下街へ出かけていたようだ。白雪も、今その穴を使って城外へ出ようとしていた。

　庭園の舗ほ道どうから逸それて茂しげみをかき分け、城壁へ近づいていく。頭を下げて、自分よりやや小さい穴をくぐろうとしたとき、ふいに光と圧あつ迫ぱく感かんを感じて、白雪は尻しり餅もちをついた。

「あっ、ごめん」

　声と同時に、大きな手が差しのべられる。「だいじょうぶ？　怪け我がはしなかった？」

　はりのある低い、だが男とも女ともつかない声に、白雪は奇き妙みような懐なつかしさを覚えた。

　見上げると、明るい夕焼けの空が広がっている。

　だが一いつ瞬しゆんでその幻げん視しは消えた。

「えっと、その……怪あやしい者ではないよ」

　手を差しのべたままその人は、えへへ、と笑った。「お嬢じようさん、ほら、立って。まだ雪が残ってるから、冷たいでしょう」

　木こ陰かげになった地面の残雪は凍こおっている。白雪はおずおずと、差しのべられた手に摑つかまって立ち上がった。

　目を細めてその人を見つめる。

　短く切り揃そろえられた髪かみは、赤みを帯びた金きん髪ぱつだ。この髪のせいで残照の幻視を見たのだろう。白雪を見おろすまなざしは、中心が髪と同じ色で、その周囲は蜂はち蜜みつのような色に染まっている。こんな色合いを、白雪は見たことがなかった。肌はだの色は白雪とほとんど変わらない。

「あれ？　前に会ったことあるかな」

　その人は、不思議そうに白雪を見て、言った。「どこかで見たような気がする……」

　白雪を見つめる残照の瞳ひとみが、何かを思い出すように細められる。

　どくり、と白雪の胸の中で心臓が跳はね上がった。

「ん、シロに似てるんだ」

「シロ？」

「わたしの娘むすめ、……に、似てる、ということは、しら、ゆき？」

　問いかけた次の瞬間、それは確信に変わったらしい。

　白雪は事態が理解できず、ぱたぱたとまばたきを繰くり返す。

「確かにわたしは、白雪ですけど」

「おっきくなったなあ！」

　ぽん、と肩かたを引き寄せられ、次ついで背に腕うでを回されて抱だきしめられる。思いがけずやわらかい胸の感かん触しよくに、やっとこの人の性別がわかった。女性だ。

　ぬくもりとやわらかさが白雪を包み込む。

　絶対的な安あん堵ど感かんに、痛みにひりついていた白雪の心が癒いやされていく。

「わたしはユキのおばあちゃんだよ！」

　一瞬、白雪は動きを止めた。

「……おばあちゃん、て……ええええー!?」

　腕の中で見上げると、彼女はいとおしげに白雪を見つめている。

　その、凜り々りしく整った顔も、腕の力強さも、身のやわらかさも、何もかも。

『おばあちゃん』という単語からほど遠い存在に見える女性は、こうつづけた。

「でも、そう呼ばれるのは慣れてないから、明あけ星ぼしって呼んでくれ、ユキ」










　内ない緒しよだよ、と彼女は言った。

「わたしが城内にいることを、好ましく思わない者も多いからね」

　斎宮のためにあけられている親王御ご所しよの一画には、いつも夏か乃のが詰つめている。

　白雪がこっそり明星を連れて行くと、夏乃は卒そつ倒とうせんばかりに驚おどろき、次いで涙なみだを流して平へい伏ふくし、白しら鷺さぎの死を明星に詫わびた。

　だが、明星は飄ひよう々ひようとしてこう言ったのだ。

「気にしないで、カノ。あの子は最後に会ったとき、わたしに『もうこれで会えないから、最後にぎゅうってだっこしてくださいな』って言ったんだよ」

　そう言いながら、明星は夏乃を立ち上がらせ、衣ころもの袖そでで涙を拭ふいてやった。「もちろん、ぎゅっとだっこしてやったよ、赤ん坊ぼうだった昔のようにね」

「ですが、明星の御おん方かた……」

　夏乃が重ねて口をひらくと、明星はにこにこと笑えんだ。

「だめだよ、昔から言ってるだろう。カノは怒おこったり泣いたりするより、笑ってるほうがずっと可愛かわいいんだって」

「御おん方かたにそのように言われたのは、何十年も前です。今ではわたしもただの年寄り」

「年なんて関係ないし、カノが年寄りなら、わたしは化けものだよ」

　あくまでも朗ほがらかな明星を、白雪は茫ぼう然ぜんと眺ながめる。

　この人と自分の血がつながっているというのは本当なのだろうか。

　祥しよう琳りんが本当は自分の父であったように、どこかで血筋がすり替わっているのではないだろうか。夏乃をなだめる言動を見ていると、なんとなくそんな気がして仕方がなかった。自分は明星のように人あしらいに長たけてはいない。

「ねえカノ、落ちついたらお茶をお願いしていいかな。カノのいれた柚ゆ子ず茶が飲みたいよ。異国でも柚子茶は飲めたけれど、カノがいれたのほどおいしいのにはめぐりあえなかったんだ」

「はい、……しばらくお待ちくださいませ」

　夏乃が部屋を辞すると、明星は長なが椅い子すに腰こしかけて白雪を見上げた。

「どうしたの、ユキ。おいでよ。おばあちゃんはユキを取って食べたりしないよ」

　ユキ、というのは自分への呼びかけらしい。白雪はそう理解すると、よろよろと明星に近づいた。

　長い腕が伸のびて、すとん、と明星の隣となりに座らされる。

「びっくりした？」

　いたずらっぽい笑顔を向けられ、白雪は素す直なおにうなずいた。

「明星さんって、えーと、」

　いろいろな単語が思い浮かんだが、どれも適切ではない気がした。

「女たらしみたい？」

　明星はそう言うとくすくす笑う。

「……自分でわかってるんだ」

　斎宮の威い厳げんなどすっかり忘れて、白雪は思わず平へい素その語調で呟つぶやいた。

「でも、ちょっと違ちがうよ。女の子だけじゃないし、それに、わたしは思ってもいない世せ辞じは言わないから」

　臆おく面めんもなく返されて、白雪は呆あきれた。

「そうじゃなくて、どうして年を取らないのか、訊ききたかったんだけど」

　疑問を投げかけると、

「時間が止まってるんだよ」と、明星は一言でかたづけた。「ん、でも、ユキは本当に大きくなったね。朱月が連れて出たときは首が据すわり始めたばかりで、本当にちっちゃくて、旅に出してだいじょうぶなのかと心配したけど」

　明星が口にした名に、白雪は暗い気分になりかかるのをなんとか払はらいのけた。

「……明星さんは、その、……」

「朱月のことならよく知ってるよ」

　ふと、明星は笑うのをやめた。

　白雪ははっとして明星を見つめる。

　間近でひかる明星の瞳は、夕ゆう映ばえにもまぎれない宵よいの明みよう星じようのようだった。

「あまり関かかわり合いたくない相手だけど」

「どう、知ってるんですか……」

　白雪は震ふるえる声で尋たずねた。「あの人は、わたしの先祖に一族を滅ほろぼされたと言っていたわ。わたしを憎にくんでいて、……ころそうと、したの」

「ばかだね、あいつも」

　明星はちいさく溜ため息いきをついた。「遡さかのぼれば、あいつの妹もユキの先祖なのに」

　そう言いながら、明星はそっと白雪の左手を取る。

　その手のひらに刻まれた烙らく印いんに視線を落として、彼女はつづけた。

「わたしは竜りゆう珠しゆじゃないから、不思議の力は持っていない。でもありがたいことに、術は使えないだけでなく、効かないから、目め眩くらましの術がかかっているあの穴も見えるんだ」

　白雪の左手の上に、明星の左手が重ねられる。大きくてしなやかな手は、肌もなめらかで感触が心ここ地ちよい。

「さっきの話のつづきになるけど……わたしの時間は流れなくなってしまったんだ。ずっとずっと昔に、ね」

　明星は、薄うすく微笑ほほえんだ。どことなく悲しげにも、淋さびしげにも見える。

「シロを身ごもった前後は、その時間も少しは解放されて過ぎゆきたけれど、それ以外では、この身が傷ついたり痛めつけられたりしても、すぐに元に戻もどってしまっている」

「ど、うして……」

　想像もしていなかった明星の言葉に、白雪はただただ驚いていた。

　人の時間が止まる、などという現象が起こりうるのだろうか。

「神と契けい約やくしたのさ」

　明星は肩をすくめた。「まあ他ほかにもいろいろあるが、話すと長いから機会があったら改めてね。……朱月は、わたしが決して死なない身であることと、特別な刃やいばの武器を持っていることから、力を貸してくれと昔から言ってきていたんだよ」

「特別な刃の武器？」

　白雪が繰り返すと、明星は、左手は白雪の左手にのせたまま、自分の唇くちびるに右手の人差し指を立てた。

「内緒だよ。全部出てくると、怖おそろしいことが起きるかもしれないから」

　明星の言葉とほぼ同時に、何か硬かたいものが白雪の左手のひらにふれた。白雪は驚いて、自分の手に重ねられた明星の手を見た。

　何か硬いもの、は、明星の手のひらから突つき出ていたのだ。

「代タイ赭シヤ、おねむのところ、悪いけど」

　明星は、自分の左手に向かって囁ささやいた。「挨あい拶さつして。わたしの孫だよ。おまえの元の持ち主の、曾ひ孫まごってことになる」

（中ちゆう途と半はん端ぱに起こすでない）

　頭に響ひびいてきた心しん語ごは、少女と成熟した女性の中間の声で聞こえた。それがやや鋭するどく感じられて、白雪は思わず身をすくめる。

「代タイ赭シヤ、そんなにきんきん声でしゃべらないで。ユキがびっくりしてるじゃないか」

（この子どもが次の妾わらわの持ち手かや？）

「候補ね、一応。見定めてもらおうと思って」

（柄つかを握にぎれ。さすれば、そちと妾の性しようが合うかわかる）

　命令口調は、白雪に向けられたものだった。

　白雪はおずおずとその声に従い、明星の手のひらから出ている硬いものを握った。柄、という言葉通り、それは刀とう剣けんの柄のようだった。

（おや、心地よきかな。力が集つどう。その火傷やけどの痕あとのせいかや？）

「それは烙印なんだ。確かに不思議の力のためのしるしだけど」

（よくわからぬが、これは効率的なしるしじゃ。力が集うし、集った力を放てるようじゃ）

　声から鋭さが打ち消されていく。どことなく親しげな響きを帯おび始めているように感じられた。だが、白雪は何も言えない。何が起きているのか、さっぱりわからなかったからだ。

「じゃあ、この子でいいね？」

（妾はかまわぬ。──寝ねるぞよ）

　白雪の握っていた硬いものは、それと同時にかき消えてしまう。

「明星さん、今の、」

「今のがわたしの剣だよ。代タイ赭シヤっていうんだ」

　明星は安心したような表情を浮かべている。「さっき、わたしは老いも死にもしないと言ったけれど、それもいつまでつづくかわからなくなってきたから、この剣の次の持ち主を捜さがしていたんだよ」

「まさか、それを、わたしに？」

「うん。代タイ赭シヤはユキを気に入ったみたいだよ。あとはユキさえよければ、わたしが消えてなくなったあとに、代タイ赭シヤの宿主になってもらいたいんだ」

　白雪はただただ困こん惑わくする。

　琥珀が自分に特別な想おもいを抱いだいていると知った直後、目をさました千白が自分を知らないと言った。

　どうしていいかわからず逃にげ出してきたら、祖母だと名乗る不思議な人に出会った。

　その人が、自分が消えたら自分の剣の持ち主になってくれと言う。

　もう、わけがわからない。

「ん、ごめん」

　混乱の果てに固まってしまった白雪に、明星はすまなそうな表情を浮かべた。「急だから、びっくりしたんだね……よしよし」

　そう言うと、明星は白雪の背を抱だいて、頭をそっと撫なでた。

　そうされていると幼児に戻った気がして、白雪は小さく息をつく。

「お待たせいたしました」

　夏乃が、盆ぼんを手にして部屋に入ってきた。「お茶をお持ちしました。それと、姫ひめさまにお会いしたいと、騎き士しさま方がいらっしゃいました」

「だあれ？」

　白雪は、おずおずと夏乃に尋ねた。

「青せい磁じさまと、黒こく曜ようさまです」

　その名に、白雪はうなずきを返す。

「入ってもらってください」

「セイと、ヨウ？」

　明星が目を丸くして立ち上がる。

　ほぼ同時に、青磁と黒曜が夏乃に招まねき入れられた。

　青磁は明星をみとめた瞬しゆん間かん、凍こおりついたように動きを止め、黒曜はぱっと顔を輝かがやかせる。

「明星の、御おん方かた……」

「うわっ、ふたりとも何喰くってそんなにでかくなったんだ？」

　言葉もなく茫ぼう然ぜんとしている青磁と、うれしそうににこにこしている黒曜に、明星は大おお股またで近づいた。両腕を広げると、彼女はふたりをそのまま抱きしめる。

「元気だったか!?」

「はい」

　答えたのは、黒曜だった。

「セイはまだ、泣き虫なのか？　兄さまの陰かげに隠かくれてばっかりか？」

　硬こう直ちよくしていた青磁の顔がみるみるうちに赤くなっていく。口をぱくぱくさせているが、言葉が出ないらしい。

「青磁も二は十た歳ちを過ぎましたから、もうそんなことはありません」

　答えたのは黒曜だった。いつも微笑んでいる印象を与あたえる黒曜だが、今は微笑むどころかにこにこしている。口調もいつもよりなめらかに感じられた。

「ヨウは相変わらず落ちついているな。ますます母親に似てきた」

「……ど、どうして、いつ、こちらに？」

　青磁は動どう揺ようがようやく収まったらしい。どもりながら明星に尋たずねる。

「どうしてかは内ない緒しよ。いつ、はついさっき。裏手の穴から入ったら、ユキと会えたから、運がよかった」

　言いながら、明星は白雪を振ふり向いた。「そういえば、ユキはどこに行こうとしてたんだ？」

「え、……」

「裏って、北東のあれか？　おまえ、また外に……？」

　白雪が口ごもって肯こう定ていも否定もしないでいると、青磁はみるみるうちに険けわしい顔つきになる。

　以前にも白雪は裏手の穴を使って城を脱ぬけ出している。そのとき青磁と城下で行き会っていたから、すぐにわかってしまったようだ。

「何をそんな怖い顔をしているんだ、セイ」

　明星は白雪に向けられた青磁の視線を遮さえぎるように立つと、指を振って見せた。「可愛かわいい女の子がこんな鬱うつ陶とうしい場所にいたら腐くさってしまう。外出は奨しよ励うれいすべきだ」

「ばかを言わないでください。今のこいつは斎さい宮ぐうですよ」

「それが何か？」

　明星はきょとんとした。

「御おん方かた、本来ならば斎宮の姫君は、任に就ついているあいだは、陛下のおゆるしがなければ城外にはおいでにならないものなのですよ」

　その後ろで、卓たくにお茶のしたくを調ととのえていた夏乃が口をひらいた。「白鷺さまは、そういうならわしに無むと頓んち着やくだっただけですから」

「昔はそうでもなかったのに」

　そのとき、側そば仕づかえが転がるように慌あわてて部屋に入ってきた。

「夏乃さま……っ」

　夏乃の他ほかにもこの御ご所しよに詰つめている側仕えは幾いく名かいる。そのひとりは、白雪と夏乃の他に、室内に騎士と見も知らぬ男とも女ともつかない人物がいることに驚おどろいたようだが、すぐに夏乃に近づいた。

「どうしたのです、騒そう々ぞうしい」と、夏乃がたしなめる。

「その、杖じよう州しゆ公うこうが、姫さまを、……すぐに八公議場にお連れするようにと、ふれが」

「議場に？」

　青磁が眉まゆを上げる。もともと八公議場は、神杖九州を治める者たちが政まつりごとやその他の取り決めを行う場である。本来ならば斎宮が呼び立てられる場ではない。だが、白雪は一度、神かみ降ふりの丘おかを破は壊かいした咎とがなどにより、八公議場に呼び出されたことがあった。

「わかりました」

　うなずき、すぐに部屋を出ようとすると、後ろから肩かたを引かれる。

「ちょっと待って」

　明星だった。いぶかしげな視線を側仕えに向けて尋ねる。

「そこの君、その、議場には姫さまだけ来いって言われた？」

　問われた側仕えは、明星の顔を見て何な故ぜか頰ほおを赤らめた。

「い、いえ、他の方については、特にはうかがっておりませんが……」

「じゃあ、わたしも行こう」

　明星はそう言って出口に向かいかけた。

　が、すぐに身を返して、夏乃がお茶を調えた卓に近づくと、柚ゆ子ず茶の注つがれた茶ちや碗わんを手にして一口で飲み干ほした。

「おいしい！」と、無む邪じや気きな賞しよ賛うさんがその口から漏もれる。「やっぱりお茶はカノのがいちばんだなあ」

「……明星の御おん方かたは、ちっともお変わりになりませんね」

　夏乃が感かん慨がい深げに呟つぶやく。

「そうだね」と、明星は騎士のふたりを振り返った。「……あのちっちゃかった子たちが、こんなにも大きくなってしまったのにな」

　その声こわ音ねに白雪は、外見やその明るすぎるほどに明るい雰ふん囲い気きからはけっしてうかがい知れないほど、明星が年を取っているのを感じ取った。










　八公議場に赴おもむく途と中ちゆうの回かい廊ろうはひどくざわめいていた。

　聖せい王おうへの拝はい謁えつでは斎宮の第二正装だった白雪だが、謁見後すぐに着替えたので、身につけているのは斎宮としての衣い装しようだが略装である。それでも気にせず、頭をまっすぐに上げて、早足で歩いた。両りよう脇わきには斎宮を守る騎士の青磁と黒曜、後ろには明星がついた。いつもならば蘇す芳おうと琥珀も付き随したがうが、今はいない。

「兄貴も琥珀も、どこへ行っちまってるんだ」

　回廊の角を曲がって議場への入り口が見えてくると、青磁がひそりと呟く。

　白雪はそれにどう答えを返すべきかわからなかった。そのまま、一行は先へと進む。

　議場に入ると、すでに夥おびただしいほどの人で埋うめ尽つくされていた。白雪が初めてここに来たとき以上の人数が詰めかけている。席が足りず、後部上方には立ち並ぶ者もいた。ざわざわとした人々の喧けん噪そうから、白雪は困こん惑わくを感じていた。どうやらここにいる者たちは招しよう集しゆうによって参じており、何な故ぜ呼ばれたのか理由を知らないらしい。

「よくいらっしゃいました、姫」

　声をかけたのは、議台に上っていた杖州公、賀が宗そうである。この老人は先代聖王の兄であり、白雪の大おお伯父おじにあたる。祖父である先代聖王を通じて血のつながりがあるのだが、白雪には今ひとつ実感がわかなかった。最初に八公議場で言葉を交かわして以来、幾度か食事や茶をともにしたが、親族としてより、どちらかというと神杖王族の長老、冬ふゆの宮みやとしての印象が強い。

「お呼びとうかがったので、参りました」

　白雪は答えたが、賀宗は目を瞠みはって白雪の後ろを凝ぎよう視ししていて、聞いていないようだった。

「……あなたは」

「ひさしぶりだな、賀宗」

　白雪の後ろから、明星が前へと進み出た。と、賀宗の両脇に控ひかえていた護ご人じんの青せい竜りゆう隊たいが前へ出ようとする。

「必要ない」と、賀宗は腕を上げてそれを退しりぞけた。「ひかえよ。先代聖王が側そく室しつ、明星の御おん方かたである」

　よくとおる声で告げられ、議場に満ちていたさざなみのようなざわめきが、転じてどよめきに取って代わる。

「あれが、明星の！」

「先代斎宮の母君……」

「あの方が、西方の守りを固められたという……？」

「……いったいおいくつなんだ……」

　口々にざわめく階段席の人々に、白雪は目を向けた。最前列には以前と同じように、八公たちがついている。しかし、涼りよう州しゆう公こうである刑ぎよう部ぶ卿きようの席には、代理の道どう延えんがついていた。雪ゆき嵐あらしの異変がおさまったばかりの涼州で、佳か春はるは事後処理に追われているのだ。あの手て厳きびしい双ふた子ごに嫌いや味みを言われながらも忙いそがしく働いているのだろうかと、ふと白雪は場ば違ちがいなことを考えた。

「静かに」

　低い、だがはっきりとした声で賀宗が命じると、人々の喧噪はぴたりとやんだ。沈ちん黙もくが緊きん張ちようとともに張り詰める。

「まさか、御おん方かたがお戻もどりになられているとは思いもしませんでした」

　賀宗はかすかに苦く笑しようした。

「まあね、こっそり帰ってきたから」

　砕くだけた明星の口調に、杖州公は気を悪くしたようにも見えない。

「このたびは、どのようなご用で天てん藍らんにお戻りになられたのですか」

「用がなきゃ戻ってくるなとでも言いたげだな」

　明星は肩をすくめた。「孫に会いたくて来たんだよ」

「白しら雪ゆきの姫ひめ宮みやに」

　賀宗が目を眇すがめる。

「他の誰だれだ？　自分が腹を痛めて産んだ娘むすめが、掟おきてを破ってまで産んだ子だ。可愛かわいくてたまらないよ」

「その可愛くてたまらない孫娘を、一いつ介かいの術師が連れ去るのを止めもしなかったではありませんか」

「孫娘は可愛いけど、娘じゃない。生みの母親が決めたことを、わたしがどうして止められる？」

　賀宗は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を浮うかべた。

「御おん方かたが甘やかすから……」

　呟きは最後まで発せられなかった。

「ところで、わたしの孫娘をここに呼び出して、いったいどうしようと言うんだ？」

「ここは議場ですが、ときにはこの場で王族の罪も咎められるのは、御おん方かたもご存じでしょう」

　賀宗の声が、地を這はうように低くなった。明星が眉を寄せる。

「……うん」

「憶おぼえておいでですか。二十五年近く前のことです」

　議場の最前列に、静かな緊張がはしったのを、白雪は感じ取った。賀宗がこれから口にしようとしていることを知っている者がいるのだろう。

「──おまえの息子むすこが、わたしの娘に処断された件か」

　明星は静かに言った。

　その途と端たん、賀宗の顔がみにくく引き歪ゆがむ。その凄せい惨さんさに、白雪は息をのんだ。すっと背後に黒曜と青磁が立つ。賀宗から放たれる強い念、──悪意そのものに圧あつ倒とうされた白雪を支えるように。

「その通りです、御おん方かた」

「あの裁さばきに、今さら不服を申し立てるつもりか」

「まさか」

　賀宗は、わらった。「そうではありません。すでに我が息子は遠い最果ての地で土の下、御おん方かたの娘むすめ御ごも崩くずれた神降りの丘の下。どちらの魂こんも霊れいも、今は現うつ世しよをさまよって、その罪を償つぐなっているはずです」

「では、どういう……」

　明星の言葉を断たち切るように、議場の扉とびらが開いた。

「ご命令通り、聖王陛下と王太后殿でん下かをお連れ申し上げました」

　開いた扉のあいだから姿を現したのは、蘇芳だった。それに導かれるように祥琳と凜りん子こがつづく。

　蘇芳は、振ふり返った白雪と、青磁、黒曜を見てわずかに眉まゆを上げたが、そのまま扉の内側へ退いた。

　祥琳と凜子が、やや緊張した面おも持もちで入場してくる。

「やあ」

　明星が声をかけると、ふたりは目を瞠った。凜子は口に両手を当てる。みるみるうちにその瞳ひとみが潤うるんだ。

「……はるゆき……！」

　白雪の脳のう裏りに、ちらりと朱あか金がねの焰ほのおが舞まう。

（死ぬまでにもう一度、会えればいいんだけど）

　以前、凜子がそう言っていたのは、明星のことだと白雪は気づく。

「ひさしぶりだね、ふたりとも」

　明星はそう言いながら、ふたりに歩み寄った。

「明星の君……」

　祥琳は茫ぼう然ぜんとしている。「どうして、こちらに」

「孫が呼ばれたからついてきたのさ」
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　まったく説明になっていないが、祥琳はそれ以上は追つい及きゆうできなかった。明星が凜子をなだめ始めたからだ。

「泣くんじゃないよ、リーン」

　長い両腕が、凜子をかき抱いだいた。明星の抱ほう擁ようが、凜子を少女のころに戻していくように、白雪には思えた。

「ほら、よしよし……」

「あなたにはもう会えないかと思っていたから」

　涙なみだをぬぐいながら、凜子は顔を上げた。その顔には晴れやかな笑えみが浮かんでいる。「これでもう、思い残すことはないわ」

「そんなこと言っちゃいけないよ、リーン」と、明星は静かなやさしい声であやすようにつづけた。

「再会のご挨あい拶さつはそれくらいで終わらせてください、明星の御おん方かた」

　賀宗が咎とがめるような口ぶりで告げる。「それと蘇芳、こちらへ」

「……」

　蘇芳は何か言おうとしたのか口を開きかけたが、無言で歩を踏ふみ出す。青磁と黒曜の傍そばを通り過ぎると、白雪の前で足を止めた。それきり動かない。

「蘇芳」

　焦じれたように、賀宗は名を呼んだ。

「自分は、斎さい宮ぐうの御おん身みをお守りする、騎き士しです」

　蘇芳の声は、強い意志が込こめられていた。「いつも姫ひめのおそばで、姫をお守りするのが我が役目」

「そんな役目など、本日をもって終しまいじゃ」

　賀宗が声を荒あらげた。「白雪どのは本日このときより斎宮の任を解とかれる」

「……どうしてですか！」

　自分の前に立つ蘇芳を押しのけるようにして、白雪は賀宗の前にとび出した。さすがに賀宗が怯ひるむ。

「何な故ぜ、そのようなことを、……それに、賀宗さまには、神しん事じについての権けんはないはずです」

「どうして、だと」

　賀宗は憎にく々にくしげに呟いた。今やその表情も歪んで、初めて会ったときの好こう々こう爺やのような印象は仮面を剝はぐように捨て去られていた。

「そなたも知っておろう、白雪どの。そこにいる男が、聖王位に就つけるはずのない身であることを」

　白雪は賀宗の顔をまじまじと見つめた。

　老人は、勝ち誇ほこったような表情をその顔に浮かべて白雪を見返す。

「先日、白雪どのは、祥琳から聞かされたはずじゃ。──予よは偽ぎ王おうなり、と」

　どくり、と白雪の身の裡うちで何かが身を起こした。

「……そうです」

　後ろから聞こえた声に、白雪は思わず振り返る。

　祥琳が、自ら進み出ていた。

「自分は、聖王たる血を持たぬまま、今まで聖王位に就いてきた。伯父おじ上うえ、……いいえ、賀宗さま。あなたが糾きゆう弾だんしたいのは、この私でしょう」

「祥琳！」

　凜子の叫びに、明星の口笛が重なる。

「よく言ったな。これでおまえも晴れて自由の身だ」

「明星の御おん方かた、不ふ謹きん慎しんですぞ！　この者は、我が身の出自を知りながら、ずっと我々を謀たばかってきたのです！」

　賀宗がここぞとばかりに声を張り上げる。

　議場はしんと静まり返っており、その声は隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたった。

「長きにわたって身分を偽いつわり、聖王位を私わたくししてきた罪は、流る刑けいどころではない。斬ざん首しゆに処されてしかるべき罪ですぞ」

　その言葉に祥琳は青ざめたが、表情は変わらなかった。覚かく悟ごしていたのだと白雪は悟さとる。

　自分に父だと告げたときから、彼はこの事態を予想していたのだ。

「賀宗どの、それだけは……！」

　凜子がまろぶようにして祥琳の前に出た。そのまま頭こうべを垂たれて床ゆかに擦こすりつける。

「この子に罪はありません！　咎められるならば、わたくしです！　すべてはわたくしがしたことです……！」

　そこまで言うと、凜子はおもてを上げた。子を守る母親の顔をして、彼女はつづけた。

「この子は何も知らなかったのです。罪はわたくしがつぐないます」

「どちらも同罪ですぞ」

　賀宗は吐はき捨てた。「そして、白雪どの、そなたもじゃ。先代斎宮の白鷺どのは、祥琳が聖王の子でないと知りながらも、聖王位に就くべきだと偽りの託たく宣せんをした。白鷺どの亡なき今、娘むすめであるそなたがその罪を償つぐなわねばならぬ」

「親の罪を子が償うだと？　ばか言っちゃいけないなあ」

　明星は咎めるように問う。「賀宗、いったいどうしたんだ？　誰だれがおまえにそんな毒を吹ふき込んだ。……誰がおまえの恨うらみつらみを育てた？」

「青竜隊、偽王とその母を捕ほ縛ばくせよ」

　賀宗は答えず、命めいを下した。

　議場最前列の席で、涼州公代理の道延が椅い子すを蹴け立たてて立ち上がる。その顔は憤いきどおりに彩いろどられていた。

「青竜隊、従したがうな！」

　祥琳と凜子におずおずと手をかけようとしていた護人の青竜隊が、鞭むちのような鋭するどい声にびくりとする。

「これはこれは、道延どの、大おと臣どの頭かみである儂わしの命に手向かうおつもりか」

　賀宗はじろりと道延を睨ねめつけた。「さすがは先代斎宮のもと騎士じゃ」

「納なつ得とくがいきません！　陛下が、……祥琳が、偽王であるという証あかしは！」

「本人が、自ら口にした」

　賀宗はさらりと答えた。「そこな白雪どのに向かってな」

「間かん諜ちようか」

　明星がふんと鼻を鳴らす。「ぬすみ聞きをするとは、高貴なる血筋の者もいろいろとたいへんだな」

　図星だったのだろう。賀宗はそれきり黙だまり込んだ。

「で、このふたりをどうする気だ」

　明星は、今までの快活さを感じさせない冷たい声で問う。

「……流罪の上、涼州にて斬首じゃ。涼州公の手で送るのが、せめてもの慰なぐさめじゃ」

「ありがとうございます、賀宗さま」

　祥琳が、微笑ほほえんだ。「佳春ならば一刀両断で我が首を落としてくれるでしょう……」

　祥琳は膝ひざをつくと凜子を支え、立ち上がらせた。凜子は祥琳の顔を見上げると、苦笑に似た表情を浮かべる。

「そうね、あの子なら、わたくしもかまわないです。──生きているうちにこの罪を償える機会を与あたえられたことを、感謝いたしましょう」

　すでに覚悟を決めてしまった祥琳と凜子を見る賀宗の目が、鋭い光に満ちている。

「祥琳！」

　道延が叫ぶ。

「すまない、道延」

「引き立てよ、ひとまず牢ろうへ」

　道延と祥琳のやりとりから目を逸そらした賀宗が命じると、今度こそ、青竜隊の者がふたりに手をかけた。

「やめてください！」

　白雪は、考えるよりも先に前に出て、凜子と祥琳を両りよう脇わきから摑つかむ男たちを怒ど鳴なりつけた。

　その剣けん幕まくに、護人たちは身を硬かたくする。

「姫、……」

「この方は今まで、この国のために身を削けずってきたのですよ！」

　白雪はぐるりと辺りを見まわした。最後に賀宗と目が合う。

「身を削ったのは儂も同じじゃ、白雪どの」

　低い声で、彼は語った。「儂は、先代聖王である我が弟のために尽つくし、冬宮を拝はいしてからはそこな偽王のために尽くしてきた。──なのにそなたの母は、そんな儂のたったひとりの息子むすこを断罪したのじゃ！」

　白雪は、賀宗の怒ど気きをまっすぐに受け止めた。無念、未み練れん、そして怨えん嗟さ……

　その根底にあるのは、深い悲しみ。

「それはあなたの息子がそれだけの罪を犯おかしたからでしょう！」

　糾きゆう弾だんしたのは、蘇芳だった。白雪に歩み寄ると、背に庇かばうように賀宗と対たい峙じする。

「……そうじゃ」

　賀宗の声が一気に年老いた。「あのばか息子が、……あのようなことをしなければ、せめて、あのように明るみに出なければ……！　せめて蘇芳、そなたの母が」

「言うな!!」

　蘇芳の絶ぜつ叫きようが議場を貫つらぬく。

　噴ふき上がる焰ほのおのような憤ふん激げきが蘇芳の全身を覆おおっているのが、白雪の目に映った。

「そのような繰くり言ごとを、いつまでつづけるつもりですか……！」

「それも今日までじゃ」と、賀宗は、何かに憑つかれたような目で蘇芳を見すえた。「偽王が位くらいを退いた今、この神杖の頂いただきにふさわしいのは、蘇芳、そなたじゃ。……あのばか息子を通じて儂の血を引く、おまえだけが」

　蘇芳から噴き上がっていた焰が一いつ瞬しゆんで冷え、凍こおりついていく。瘧おこりのようにその身が震ふるえ出した。

「俺の父上は、祥琳さまです……！」

　蘇芳の呻うめきは、願いそのものだった。

「そうです。蘇芳は、私の息子です」

　祥琳が告げる。

　賀宗は嘲あざけった。

「では何なに故ゆえ、我が息子は断罪されたのじゃ。婦女を閉じ込めて乱暴狼ろう藉ぜきをはたらいた科とがで宮刑にまで処されたのじゃ。白鷺どのは何故あのとき、騎き士しを連れて我が別宅にまで踏ふみ入ったのじゃ」

「──大おと臣どの頭かみ杖州公、冬宮賀宗さまの別宅地下室には、夥おびただしい人骨がありました」

　涼州公の席で立ったままだった道延が口をひらいた。「すべて女性、年とし端はもいかない子どものものでした。惨むごい暴行を受けた痕あとがあり、どれも苦しみぬいて死んでいた。あと少し我々が遅おそければ、……蘇芳どのの母君である薔ば薇らの御おん方かたも同じように、地下室に放ほうり込まれていたかもしれません」

　蘇芳は拳こぶしを握にぎりしめていた。

「薔薇の御おん方かたはそのときに、儂の息子の、」

　賀宗が口をひらくと、剣けんの鞘さや走ばしる音がした。

「よせ、蘇芳！」

　剣の柄つかを握った蘇芳の手を止めたのは、明星だった。撲うたれた蘇芳の手から、朱す雀ざくの剣が転がり落ちる。

　蘇芳はその場に膝をついた。

「……儂の息子の、子を孕はらんだのじゃ」

　言い継ついだ賀宗を、きっと明星は睨にらみつける。

「それが、蘇芳、おぬしじゃ」

　蘇芳が呻き声を上げてその場に伏ふした。両手で狂くるったように床を殴なぐりつける。

「違ちがう！　違う、ちがう……！」

「違わぬわ！　そなたの目は我が息子と同じ色じゃ！　そなたは、……我が父上の若き日の姿絵にうりふたつじゃ！」

　賀宗もきんきんとわめき立てる。「そなたがどれほど否定しようが、そなたは儂の孫じゃ！　今となっては正しき血を持つ稀きし少ような王族じゃ！　そなたが次の聖王じゃ！」

「兄貴、……」

　青磁がよろよろと蘇芳に近づいた。膝をつき、床ゆかを殴りつづける蘇芳の手を止める。「やめてくれ、……剣が握れなくなる」

　蘇芳は青磁に手を取られたまま、うなだれた。それきりぴくりともしない。

「どこから来たかもしれぬ芸人の血を引いていても、そなたが聖王位に耐たえうる直系の血を持つのは事実」

　賀宗は、脇目もふらずにつづけた。「無む縁えんの誓ちかいをして王族を離はなれたとて、それは祥琳の息子としてじゃ。祥琳はもともと国祖の血など持たぬ。ではその息子として無縁の誓いをしたとしても効力などない。……そなたはまだ、王族なのじゃ」

「それで？」

　静かな声で問いかけたのは、明星だった。「だから、祥琳の代わりに、蘇芳を聖王位に据すえようというのか」

「そうじゃ！　この国は聖王がおらねばたちゆかぬ！」

「それはどうかな」

　明星は、にい、とわらった。「本当に、そうなのか？」

　重ねられた言葉に、賀宗は怯ひるむ。

　ざわ……ざわ……と、場内で戸と惑まどいの声が上がる。

「昔、この地は神杖などという国ではなかった。十イ六ザ夜ヤ地方とだけ呼ばれ、さまざまな人々が血族で寄り集まって暮らしていた。国祖が統一するよりずっとずっと昔だ。……そのころは王なぞいなかった。それでも、天地が荒あれることもなければ、人じん心しんが惑うこともなかった」

　明星は、ぐるりと議場を見まわした。白雪に向けられていたときのやさしさは微み塵じんもない、冷たい刃やいばのような視線だった。

「そのころのように、王のいない国として成り立たせることも不可能ではない」

　明星は厳おごそかに告げた。

「何を言うか！」

　賀宗がわめき立てた。「この地にはびこる古き血の呪のろいは、国祖の血を持つ者しか耐えられぬ！　それは先代斎さい宮ぐうの母はは御ごであるそなたとて知っておろうが、明星の御おん方かた！」

　明星は、眉まゆを上げた。

「──その呪いを、どうしてそのままにしておくんだ？」

　ざわつき始めていた場内が、しんと静まり返る。

　明星は床に転がっている朱雀を拾うと、次いで蘇芳を立たせ、そのままその腰こしの鞘に剣を納めてやった。まだ茫ぼう然ぜんとしている蘇芳の肩かたを弟へと押しやる。青磁は戸惑いながら、兄の肩を受け止めた。

「なあ、賀宗」

　明星は、そのままゆっくりと杖州公に歩み寄った。「確かにこの神杖の領土は、鏖おう殺さつされた先住者たちの古き血の呪いを受けている。斎宮が結界を張るのも、その呪いに惹ひきつけられるあしきものを国土に入れないためだ。……だが、その古き血の呪いを解けば、結界も必要ない。聖王位に就つくのは、国祖の血を引いていようがいまいが関係なくなる。──つまり、この国を治めるのは誰だれでもよくなるだろう」

　ずい、と明星は老人に近づいた。老いた賀宗より、明星のほうがやや背が高い。上から顔を覗のぞき込まれ、賀宗はおののきに目を瞠みはった。

「……永遠につづく呪いなんて、ありはしないんだぞ」

　賀宗がわなわなと震え出す。

　そのさまに、ふ、と明星は口もとをほころばせた。

「こ、この者を、退けよ、誰ぞ……！」

　それに応こたえたのは、なんと道延だった。八公の席を離れて明星に近づくと、そっとその腕を取る。

「御おん方かた、どうぞそのへんでおやめください」

「そうだな」

　明星はあっさり言うと、賀宗に背を向けた。賀宗はその背を、憤ふん怒ぬの形相で睨みつける。

「だが、リーンとショウを斬ざん首しゆなぞにはさせんよ」

　祥琳と凜子の前で、明星はくるりと振ふり向き、きっぱりとした言葉を賀宗に投げつけた。

「わたしの娘むすめがたいせつにしていた人たちだ。そして、わたしの孫の祖母と父だ」

　言うなり、明星はゆっくりと左手をかざし、自分の前で右から左へ流すように動かした。

　その反動で、明星の手のひらから剣の柄が出始めた。明星は柄を握り、鞘から抜ぬくのと同じ動作で抜き放はなった。

　華か美びさとはまったく縁えんのない簡かん素そな柄のこしらえの剣、その刃はほんのりと赤みがかった白だった。色のせいか、素材は鋼はがねでないように見える。白いなめらかな刃は、ややそって刀に似ていたが、幅はばは剣に近い。

　これには青竜隊が反応する。訓練された者たちは、無言で明星とその後ろに庇かばわれた祥琳と凜子を取り巻く。

（寝ねると言ったであろうに、何故起こす、ルミシャ）

　剣からは不ふ機き嫌げんそうな女性の声がした。さすがに周囲を取り巻いた青竜隊も顔色をなくす。

「春はる雪ゆき、やめてください。人を斬きる必要は、ありません」

　凜子が怯おびえたように明星の背に声をかける。

「ん、人は斬らないからだいじょうぶだ」と、明星は振り返らずに答えた。「妄もう執しゆうの念だけ断たっておこう。一時的な効果しかないがね」

（では、妾わらわの力の万分の一ほどでよいのじゃな）

　眠ねむたげな代タイ赭シヤの声が確かめる。その言葉が終わらぬうちに、明星の手の中で刃が淡あわい光を帯び始める。
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「賀宗、おまえが誰にどう唆そそのかされているかは知らんが、その宿しゆ怨くえんはどう考えても逆さか恨うらみだ。おまえの息子むすこは自分のしたことで裁かれたんだからな」

「御おん方かた、あなたは我が子が罪を犯おかしても、そのように割り切れるのですか！　だとしたらあなたは、……あなたはもはや人ではないのでしょう！」

　賀宗が叫んだ。「誰でもみんな、我が子がいとしいものです。どんなことがあっても、守り、庇ってやりたいと……」

「みんな？　そんな『みんな』は、知らないなあ」

　明星は苦く笑しようすると、剣を掲かかげ、すっ、と賀宗の上から下へと切っ先を斬るように落とす。周囲の護人たちはその場に縛しばりつけられたように一歩も動けなかった。

　かなりの距きよ離りがあったにも拘かかわらず、刃から繰くり出された衝しよ撃うげ波きはが賀宗の体を跳はねとばした。

「殿でん下か……！」

　護人が駆かけ寄って賀宗を抱かかえ起こす。

「さて、これで王族に刃を向けたわたしも科とが者ものだ」

　明星は剣を左手のひらに納めると、複数の護人の手を借りて立ち上がる賀宗に向かって言った。「リーンとショウと一いつ緒しよに捕ほ縛ばくするがいいさ。ただし同じ牢ろうで、丁てい重ちように扱あつかえよ。こっちはこの国で生きる誰よりも年を取っているんだからな」

「この、無礼者が！……では、望み通り、そなたとそこな二名は、慚ざん愧きの室へやに幽ゆうする！」

　賀宗が勝ち誇ほこったように宣言する。「青竜隊ども、連れて行くがよい」

　その場にいた青竜隊の者たちは、困こん惑わくしたようにその場の片かた隅すみに下がっていた道延に視線を向ける。道延はそれに気づくと、小さく溜ため息いきをついた。

「みな、冬宮の仰おおせに従え」

「待って、……！」

「白雪どのは、悔かい悟ごの室へやじゃ」

　悔悟室は、慚愧室とともに、罪を犯したとされる王族や貴族が囚とらわれる、貴き種しゆのための牢だ。

「待ってください」

　白雪を背に庇うようにして抗こう議ぎの声を上げたのは、黒曜だった。

「異議があるのか」

　賀宗は落ちついて問う。先ほどまでの激情は、本当に明星が斬り捨ててしまったのだろうか。

「我が姫ひめにはなんの落ち度もありません」

「祥琳どのを聖王位から下げた今、白鷺どのを通じて、白雪どのがもっとも聖王位に近い。しかし、今となっては白鷺どのは、祥琳どのの血筋を偽いつわり、聖王位を委ゆだねた大逆の科者ぞ。その娘を春はるの宮みやとするわけにはいくまい」

　賀宗の語調はよどみなかった。しかし、その内容は正しく辻つじ褄つまが合っているとは言い難がたい。

「親の罪科を子に及およばせる理り法ほうは、この国にはありません」

　黒曜は言葉を重ねた。

「……そなたら斎さい宮ぐうの騎き士しも、同じ室へやへ入るがいい」

　賀宗は冷たく言い放った。

「そんなことはさせない！」

　叫んだのは、蘇芳だった。

「兄貴……！」

　青磁の止める手は一瞬遅かった。蘇芳は前へ出ながら朱雀を抜き放つ。

「我が姫は、俺たちがお守りする」

　静かに告げると、蘇芳は朱雀を振りかざして賀宗の寸前まで迫せまった。

「──おやめなさい」

　朱雀を薙なぎ払はらったのは、剣でも刀でもなかった。

　人の、手。

　蘇芳の前に突とつ如じよとして現れた人ひと影かげは、振り下ろされた剣を素す手でで薙ぎ払うと、瞬しゆん息そくで蘇芳の懐ふところへ入った。

　彼はまっすぐに蘇芳の額に指先を当てる。とたんに蘇芳は目を瞠り、次いでのけぞって仰あお向むけに倒たおれた。

「兄貴！」

　駆け寄ろうとした青磁を止めたのは、青磁の同どう僚りようでもある青竜隊の者だった。

「これ以上、冬宮に刃は向むかわぬほうが我が身のためと思いなさい」

　蘇芳を気絶させた者は、静かな声で告げた。

「遅いぞ、夜よ鳩ばと」

　賀宗が落ちつきはらって咎とがめる。

「すみません……少々、用を足していたものですから」

　夜鳩は、賀宗を振り返らずにそう言った。

「早く、そこの三名を引っ立てよ」

　賀宗は前に進み出て言い放つ。

　青竜隊の者が、白雪の腕を取った。その手に力は入っていない。心の中で相手が詫わびているのが白雪に伝わってきたので、抵てい抗こうはできなかった。

　白雪が抵抗しないのだから、青磁も黒曜もそれに倣ならうしかない。ふたりともおとなしく、青竜隊にされるがままになっている。

「これからはこの者が春宮じゃ。聖王にふさわしい教育を受けさせたのち、即そく位いさせる。それまでは、儂わしが政まつりごとを取り仕切ろう」

　議場を連れ出される直前、白雪の耳に、統治を宣言する賀宗の声が聞こえた。
















　悔悟室とは、以前、神かみ降ふりの丘おかを崩くずしたとして、白雪が閉じ込められた部屋だった。

　今は白雪の他ほかに、青磁と黒曜も入れられている。

「琥珀は何をしてやがるんだ」

　剝むき出しの石いし壁かべを拳こぶしで殴なぐりつけ、青磁は忌いま々いましげに言った。「斎宮の騎士だってのに、肝かん心じんなときに役に立たなくてどうする」

「その、……」

　おそらくこの中で最後に琥珀と顔を合わせていたのは自分だろう。それに思い当たった白雪は思わず口を開きかけたが、なんと言っていいかわからず口ごもった。

「白雪？」

　黒曜が、促うながす。

「琥珀が今どこにいるかはわからないわ。でも、さっきまで、一緒に杖つえの間まにいたの、わたしたち。……千白が目をさまして……」

　千白。

　試ためしに呼びかけてみたが、やはり答えはなかった。

「あいつが？　だったらなんでさっき呼ばなかったんだ？」

「憶おぼえてないのよ……千白、わたしのことを忘れてしまっているの」

「……憶えて、ない、だと？」

　さすがにこれには青磁も眉まゆを上げた。

「今までのことを忘れているの。わたしなんかを宿主にした憶えはないと言ってたわ」と、白雪はうつむいた。

　そっと肩かたに大きな手が置かれた。黒曜だ。癒いやしの力が伝わってくる。それでも、白雪の鬱うつ々うつとした気持ちは晴れなかった。

「わたし、驚おどろいて……そのまま杖の間を出てきてしまったから、ひょっとしたら琥珀と千白は、まだ杖の間にいるかもしれないわ」

「白雪、呼んでみてくれないか」

　黒曜が、言った。

「だめよ、だって千白は──」

「千白じゃない、琥珀を」

「……え」

　意外な提案に、白雪は黒曜を振ふり仰あおいだ。

「琥珀なら、白雪が心しん語ごで呼べば、通じるかもしれない」

　白雪はためらった。

　自分をいとおしむと告げた相手をこんなところに呼び寄せるのは、まるでその気持ちを利用しているようで、いやだったのだ。

「琥珀も、そうしてもらったら、よろこぶと思う」

「……どういう意味だ、そりゃ」

　黒曜が重ねて言うと、青磁は何な故ぜか不ふ機き嫌げんになった。

「それに、こうしているうちに、陛下たちが涼州に送られてしまわないとも限らない。早くお助けしなければ」

「わかったわ」

　白雪は力強くうなずいた。

　確かに、自分の気持ちは今は二の次だ。祥琳も凜子も、そして明星をも死なせるわけにはいかない。たとえかれらが長きにわたって偽いつわり口を閉とざしていたとしても、白雪にとってはみんなたいせつな人ばかりだ。こんなふうに別れたくはない。

　目を閉じ、胸の前で手を組んで、心の中で呼びかける。

（こはく）

　どこにいるのだろう……琥珀にも危害が加えられなければいいのだが。

　夜鳩は蘇芳の凶きよ刃うじんから賀宗を庇かばった。

　先日の雪ゆき嵐あらしの異変は、白雪しか知り得ない事実により、夜鳩が首しゆ謀ぼう者しやである可能性が高くなっている。ということは、ひいては夜鳩が庇った杖州公の差し金であるかもしれない、と白雪は考えた。

（呼んだ？）

　白雪の頭の中だけでなく、室内にまで聞き慣れた声が響ひびいた。

「琥珀！」と、青磁が天てん井じように向かって声を張り上げる。「おまえ、今どこにいるんだ？」

（西の回かい廊ろうわきの、植え込みの中。さっき、青竜隊にとっ捕つかまりそうになったから、逃にげてきたんだけど……何、あれ）

　琥珀は状じよう況きようを把は握あくしていないらしい。

「説明する。来られるか？」

（場所どこ）

「悔かい悟ごの室へやだ」

（わかった。少し待ってて）

　待つ、というほど待たなかった。すぐに部屋の中央で空気がゆらりと揺ゆれ、次いで琥珀と千白がそろって姿を現す。

「琥珀、……千白も」

「千白がいるから、手間をかけずに移動できてよかったよ。僕、この部屋には来たことがないからさ」

　瞬しゆん時じに場所を移動する移りの術は、遠方ならば見えている場所、視界に入らなければ行ったことのある場所でないと移動できないのだ。

　千白は白雪に近づくと、じっと見おろした。その不思議な彩いろどりのまなざしには、さまざまな感情が込こめられていた。しかし、正確に読み取ることは、今の白雪にはできなかった。

「よかった、……ふたりとも、無事で」

「誰だれも俺を害することはできん」

　白雪が言うと、千白がそっけなく呟つぶやいた。

　その態度に、青磁がじろじろと千白を見る。

「どうしたんだ、こいつ」

　琥珀に問う青磁を、千白が睨ねめつけた。

「無礼だな、おまえも斎宮の騎士なのか」

「そうそう、それで、……僕の二番めの兄さん」

　琥珀の言葉に、白雪ははっとする。

「そういえば、さっきの……」

　白雪が口を開くと、青磁と黒曜も同じことを思い出していたらしい。ひどく複雑な表情を浮うかべていた。

「さっき？」

「さっき、蘇芳が、……本当は祥琳さまの御お子こではなく、杖州公の孫だって、言われてたの。息子むすこの子だって……」

　しかも、蘇芳はそれを認めたくないらしかった。

　琥珀は驚いたさまも見せず、

「ああ、賀宗さまの放ほう蕩とう息子か」と、うなずいた。「そうだよ」

「……な……!?」

　琥珀の短い肯こう定ていに、青磁が愕がく然ぜんとする。黒曜も息をのんでいた。

「ちょっと待って。結界を張る」

　琥珀はそう言うと、指先で空くうに何やら描えがいた。とたんに結界が張られたのを白雪は察する。

「本当のことを言うよ。蘇芳の本当の父親は、賀宗さまのひとり息子だ。ちなみに僕の父は夜鳩さまだよ」

　淡たん々たんと琥珀はつづける。「青磁の父親は知らないけれど、祥琳さまじゃないのはわかってる。黒曜もそうでしょう。……僕たち、四人とも兄弟じゃないんだよね、本当は」

　琥珀が言い終えると、室内はしんと静まり返った。

「……俺だけが他人じゃ、なかったのか」

　青磁が、震ふるえる声で呟いた。

「俺も、そう思っていた」

　さすがに黒曜も動どう揺ようしているようだった。声に複雑な感情がこもっている。

「たぶん蘇芳もそう思ってただろうね。というか、今もそう信じていると思うけど……」

「琥珀は、知っていたの……？」

　白雪の問いかけに、琥珀は苦く笑しようした。

「言ったでしょう、昔、血脈が見えていたって。僕だけじゃない。みんな、片方の血脈は母君とつながっているのに、もう片方は、誰も祥琳さまとつながってなかったんだ」

　琥珀は、白雪に微笑ほほえみかけた。

　白雪は茫ぼう然ぜんとする。

「おま、……それ、知ってて、黙だまってたのかよ……！」

　青磁が非難する。

「誰にもそんなこと訊きかれなかったし、吹ふい聴ちようする必要もないだろう。僕は、……蘇芳もそうだと思うけど、祥琳さまを本当の父だと思っていると幸せだったから、そう思い込みたかったんだ。──みんなと兄弟だってことも、うれしかった」

　琥珀はまったく悪びれていなかった。「それに、どうせ臣下に降くだることはわかっていたし、だから春宮に推おされる心配もなかったし、罪に問われるのもいやだったし……何より、白鷺さまがそうお望みだったんだよ。僕たちの血の探さぐりをしたのは白鷺さまだ。事実をさらけ出せば、あの方も咎とがめられるだろう」

　母はいくつもの噓うそをついていた。

　これで、最後なのか。まだ、母の偽いつわりはこの国に残されているのか。白雪はその可能性を考えて慄りつ然ぜんとした。

　だが、今は母の気持ちがわかる気がした。たいせつな人を失いたくない、傷つけたくないというその思い、──あまりにも重すぎる、情愛。

　その重さは、あらゆるものの筋道を歪ゆがめてしまった。

「なんだかややこしいことになっているようだな」

　千白が他人ごとのように呟く。「それより、おまえ、俺の宿主だと言うなら、影かげの中に入れてくれ」

「……入れば、いいじゃない」

　白雪は顔をそむけた。

「入れないから、こうして頼たのんでいる」

　千白は焦じれたように言った。「おまえが俺を拒こばんでいるから、入れない。それに、おまえには何か、……術でないものがかかっているから、うまくつなげないんだ」

「拒んでなんか、いないわ」

　白雪は千白に視線を向けた。困こん惑わくしたようなその顔を見ていると、すまなさと憤いきどおりに似た感覚がないまぜになる。

「千白がわたしを忘れるから……」

「だだをこねるな」

　千白は白雪に近づくと、ぐいと抱だき寄せた。白雪は息を詰つまらせる。

　千白の匂においは以前と変わりない。

　なのに、自分など知らぬと彼は言うのだ。

「じゃあ、わたしを思い出してよ……！」

「協力してくれ」

「どうやって？」

　千白が顔を近づけてくる。あ、と白雪は思い当たった。

　前にこの部屋で、したことだ。

　白雪はわずかに後ろにそらした頭を、反動をつけて前に振ふった。

　鈍にぶい音とともに、目の前に星が散る。




　きらきらとした光の乱らん舞ぶ、

　騎士たちの声や笑顔、

　やさしい人々の寄せてくれる想おもい、

　いつでもひとりではなかった、

　いつも一いつ緒しよにいてくれた、

　その名を、……




「……千白」

　一瞬だけ意識がとんだような気がしたが、強くぶつけた額がひりひりした痛みでもって白雪の意識を引き戻もどす。

　見ると、千白の額の中ほどが赤くなっていた。

「……ぶつける必要があったのか」

　輝キ石セキノ神カミは釈しやく然ぜんとしない顔つきで呟つぶやいた。

「でも、思い出したでしょう」

「…………確かにおまえは俺の宿主だ、白雪」

　千白は白雪から身を離はなすと、額を撫なでた。「ここから入ってきた記き憶おくが、俺の中から情報を引き出した」

「それは、思い出したってこと？」

「微び妙みように異なるが、そう言って差し支つかえないだろう」

　その言い方は回りくどく、口調が元に戻っていないから、正確には千白は思い出していないのだと白雪は悟さとった。

　しかし、今の千白は白雪が宿主であることに納なつ得とくしているようだったし、ついさっきの目ざめた直後の態度を考えれば、今はよほど以前に近いように思えたので、白雪は気を揉もむのをやめることにした。

　そんなことにこだわっていられる余よ裕ゆうはない。

「じゃあ千白、わたしのお願い、聞いてもらえる？」

「できることならなんでもするぞ、白雪」

　その言葉だけは、以前の千白となんら変わりなかった。










「気が進みません……」

　夜鳩はちいさく溜ため息いきをついて、簡素な寝しん台だいに横たわる青年を見つめた。

　この者のことは、子どものころから知っている。思い詰めやすい、きまじめなたちだった。それは今も変わらないようだ。

「それに、人の精神を操あやつる傀儡くぐつの術は、一部の特例を除いて理法で禁じられています」

「今がその特例じゃ。こやつは王族であり祖父である儂わしに刃やいばを向けたのじゃぞ」

　そう言う賀宗の声は、しかし怒おこっているようには聞こえない。「王族に刃は向むかい、尊そん属ぞくに斬きりつけた。どちらも大逆であろう」

「冬宮ご自身にも、挑ちよう発はつした責はあると思いますが」

「おまえは本当に口が減らん」

　冬宮は溜息をついた。「儂の言うとおりにせねば、おまえたちの罪を世に知らしめると言っているだろう」

「それももう今さらという気がしますよ」

　夜鳩はそう言うと、蘇芳の額に手を置いた。「しかし本当にこの子が聖王位に就ついたら、私たち親子は赦しや免めんされるというのですか」

「そうしてもよい。星せい曜よう館かんより籍せきを抜ぬき、親子ふたりでどこぞの辺境にでも行けばよかろう」

「……我が姫ひめも相当に公私混同するたちでしたが、どうやら血筋のようだ。さすが賀宗さま、我が姫の伯父おじ君だけありますよ」

　その揶や揄ゆにも賀宗は眉まゆひとつ動かさず、じっと蘇芳を見おろしている。

　……娶めとってから長くともに暮らした妻は、何度も子を孕はらんでは産み落とせぬままだった。

　最後に妻と引き替かえに生まれた息子むすこを、賀宗は目に入れても痛くないとばかりに可愛かわいがった。そのためか、息子はわがまま放題に育った。

　もとより王位継けい承しよう権けんは無きに等しかったから、帝てい王おう教育も受けさせていない。ゆえに聖王位に就く重圧を知らず、ただ贅ぜい沢たくに暮らせるものと思い込んで、従い兄と弟この祥琳が本当は聖王の血筋でないと叔お母ばの久く波なみに吹ふき込まれてからは、やたらと軽かろんじるようになった。

　祥琳への軽けい侮ぶがやがて妬ねたみへと移ろい、息子の精神をねじまげていったのは想像に難かたくなかった。正しき国祖の末す裔えである自分に重きを置かれないことを不服として、その不満を自分より弱い者にぶつけるようになったのだ。祥琳の血筋について告発を企くわだてもしたが、斎さい宮ぐうに阻そ止しされていた。

　鬱うつ憤ぷん晴らしの弱い者いじめが宅内で済んでいれば、まだ揉み消しも容易だった。複数の側そば仕づかえが孕まされたあげくに、幾いく許ばくかの金を与あたえられて暇ひまを出されていた。その後に産み落とされた子は、賀宗の指示によってのちにほとんどが始末されていた。

　息子はやがて別宅に近在の婦女や子どもを連れ込んでは暴力を振るうようになった。そのころには先代聖王が身み罷まかり、祥琳が跡あとを継ついで、冬宮の賀宗は若じやく輩はいの聖王の後見となっていたため、家庭を顧かえりみられなかった。気づいたときには、別宅の地下にはいくつもの死し骸がいが転がっていた。

　どうにかして息子を更こう生せいさせようと試こころみた。しかし彼は聞き入れず、犠ぎ牲せい者しやは増えていった。

　……そして、彼は知らず、鬱憤晴らしの相手に、斎宮の友人であるのちの蘇芳の母を選んだのだ。

「うまくいった、と思います」

[image: ]

　夜鳩の声に賀宗は我に返る。

　夜鳩は蘇芳の額から手を離して告げた。

「記憶は封ふうじました。冬宮の声に反応してご命令をきくようにしましたが、あまり無理を言うと精神が崩ほう壊かいするおそれがあります」

　夜鳩の口調はあくまでも淡たん々たんとしている。

「ふん」と、賀宗は鼻を鳴らした。「精神が崩壊したとて、肉体は術でどうとも動かせるだろう。傀儡の王でかまわぬ。要は、聖王位に正しき血筋の者が座っておればこの国は安あん泰たいなのじゃ。その者の気がふれていようがいまいが、あとは政まつりごとさえきちんと動いておれば、土の下の国祖もとやかくは言わぬであろうよ」

「とはいえ、白雪さまを斎宮から下ろすのは早計ではないかと。聖王は国土に染しみる毒の浄じよう化か役、斎宮は暴れる国土の重おも石しですから……」

「それについては、そなたにもう一働きしてもらおう」

「もう一働き……ですか」

　夜鳩は顔をしかめた。「できないことを言われても、困りますが」

「そなたには容易なことじゃ」

　賀宗は歪ゆがんだ笑みを浮かべると、夜鳩に指示を与え始めた。










　聖王、楓さつ院いん清せい祥しようの正せい妃ひは、王名を楓院清せい葉ようという。

　ふだん葉よう子こと呼ばれるこの女性は、もともとは先代斎宮白鷺の友人で、当代斎宮の白雪とも親しかった。

　心身ともに不安定で、半月ごとに姿の変わる彼女は、正妃という立場でありながらほとんど公式の場に姿を見せることもない。国外から嫁とついできたために政に関かかわることも許されておらず、毎日を暇つぶしに費ついやしていた。

　代々の正妃も、子どもでもできれば話は別だが、そうでなければほとんど似たような状じよう況きように置かれがちだった。

「妃ひ殿でん下か！」

　円えん筒とう形の書しよ籍せき館かんの中心は、王族しか入室できない。その扉とびらがあけられたので、葉子は驚おどろいて我に返った。壁かべに埋うめ込まれた記き錐すいがきらきらひかるのが視界に入る。

「どうした」

　戸口を振ふり返ると、護人は廊ろう下かで立ちつくしたままだった。

「その、……ただいま、杖州公より命がございました」

「杖州公？　賀宗どのが、なんと」

「偽王でありながら国をたばかった陛下を捕ほ縛ばくし、そのご生母である王太后殿下も捕とらえられたのです。次には妃殿下をも捕らえよと」

「……そうか」

　葉子に感かん慨がいはなかった。とうとうばれたか、という思いしかない。

　祥琳が偽王なのは葉子も知っていた。白鷺に聞かされたのだ。また、白鷺が祥琳を聖王にしたのだとも。

　偽王だと知っても、祥琳の人のよさや、親切な部分は何も変わらない。それに、白鷺のわがままが祥琳を聖王に仕立て上げたのだ。

　だから、葉子は祥琳を気の毒に思ってはいた。だけど白鷺が望んだんだから仕方がない、とも考える。

　そして何より、白鷺の望みを叶かなえたいと祥琳が願ったのだ。

「ひ、妃殿下、早くお逃にげください」

「どうして」

　葉子は驚いて返した。その反応に、護人も葉子に劣おとらず驚いたようだ。

「そうせねば、……捕らえられてしまいます」

「そうだろうな」

　葉子は、手にしていた本を卓たくに置くと、閲えつ覧らん室を出た。

　円形の閲覧室をぐるりとめぐり、複雑な回廊をいくつも過ぎ、葉子が書籍館の玄げん関かんにたどりついたのはそれからしばらく経たってからだった。

「妃殿下、杖州公より捕縛の命が出ております」

　玄関を出ると、書籍館の前に居並ぶ青竜隊が目に入る。その先頭にいた男が進み出て告げた。その顔に見み憶おぼえがある。装しよう束ぞくも他ほかの者とは異なっているから、隊長格の者と思われた。

「聞いた」

　葉子は短く答えると、頭こうべをめぐらせて周りを見まわした。

　今まで歩いてきた回廊では誰だれとも出会わなかったから、他の者はみなこの書籍館内からは退かされているのだろう。

　ならばよい。

「だが、わたしは捕らえられたくない」

　葉子が拒きよ絶ぜつを口にすると、隊長は、困こん惑わくしたような顔をした。

「我々もこれが務め」

「うん、だから、正妃は抵てい抗こう激しく捕らえられなかったと、杖州公に伝えてくれ」

　葉子はそう言うと、書籍館の傍かたわらに寝ねそべる像に向かって、短い旋せん律りつを口笛で吹いた。

　呼びつけるように。

「……あ、あれは……！」

　それに反応してむくりと起き上がった黒い姿に、青竜隊はどよめく。像が動けば誰でも驚くだろう。

　像は、巨きよ大だいな黒くろ猫ねこ、神杖では神としてまつられる黒ハル猫ノ神カミだ。

「ハル……？」

　王太后に教えてもらったとおりに名を呼ぶと、身を起こした黒いけものは、ひとつ大きなあくびをしてから、のそのそと階段をのぼってきた。

　書籍館のわきにある黒い奇き妙みような獣けものの像は、八はつ尾ぴの巨大な黒猫の姿を象かたどっている。国祖の正妃が飼っていた猫を像に起こしたものだそうだ。

　ハルは葉子の足もとへくると、るるる、と鳴き声をあげた。目を閉じているためもあって、その顔は笑っているように見える。

　正妃として祥琳に嫁いでから、葉子は、祥琳の生母である凜子に、もし命の危険にさらされたら書籍館へ逃のがれるようにと教えられた。もともと本が好きな葉子としてはそれは願ったりだった。

　しかしそれだけでなく、凜子はある秘密を葉子に伝えたのである。

　像のハルには術がかかっていて、本物のハルの魂こんが宿っており、正妃と認められた者が特定の旋律を口笛で奏かなでて呼びかけると目をさまして動き出すというのだ。

　半信半疑ながら、今がこのときかと凜子に教えられた旋律を試ためしてみたが、さすがに本当に像が動くとは思っていなかった。

「くっ……かかれ！」

　隊長の号令で斬きりかかってきた青竜隊に、ハルが跳とびかかる。

「よせ」

　葉子の制止を聞いていたのか、地面を低く跳んだハルは、斬りかかってきた者の向こう脛ずねに体当たりした。足をすくわれた青竜隊は、刀を握にぎったままもんどり打って転がる。

「怪け我がはさせたくない。ひいてくれ」

　葉子は、足もとに戻ってきたハルの頭、人間ならば額の部分を指先でかいてやりながら告げた。「命を賭かけるほどのことじゃない。わたしはどこにも逃げない。しばらくこの中で過ごす。ひとつきも経たてば、この城内ももとのように静かになるだろう」

　葉子は静かに言い放つと、書籍館の中へ戻る。もちろんハルもついてきた。

　ハルのあとで扉を閉めると、かちん、と音がして、書籍館全体が閉じられたのが、葉子にもわかった。

「封じられたのか」と、葉子は呟つぶやく。「この中に、湯ゆ殿どのも廁かわやも厨ちゆう房ぼうも寝ね床どこもそろっていてよかったな」

　るるる、とハルは肯こう定ていするように鳴き声を上げた。

　その額をまたかいてやると、ハルはひどく満足げな顔つきをする。

「ところでおまえは、何を喰くうんだ？」

　まさかわたしじゃないだろうな、と葉子は考えた。










　杖州公の執しつ務むは、奥おく殿どのとは主要回廊を挟はさんだ南側の一画で行われる。

　城内が騒さわがしくとも、公務を滞とどこおらせるわけにはいかない。賀宗は執務室に入ると、卓の上に置かれた、杖州公の署名を待つ書類の山に手をつけようとした。

「ずいぶんとよく働くな、杖州公」

　低い声に、賀宗はぎくりとしてあたりを見まわす。

「……その声は」

　卓の前に現れたのは、最初は黒いもやのように見えた。やがてそれは人の姿をなして、黒くろ髪かみの男となる。

　纏まとう衣までもが闇色で、賀宗は内心で怯ひるんだ。

「ひさしぶりだな。うまくやっているようで何よりだ」

「朱月どの。こちらには現れないとおっしゃっていたではありませんか」

　が、それを表には出さず、きっと相手を睨にらみつける。

「事情が変わった。しばらくこの城内に拠よらせてもらう」

　賀宗に拒きよ否ひ権はない。無言で視線を返すのみだ。

「それと、」

　朱月は、にやりとした。「──この国土から古き血の呪のろいを退しりぞける方法がわかったぞ」

「なんと！」

　賀宗の表情が明るくなった。呪いなどあるはずもないと内心で思っていても、実際に王族の血を引かない祥琳が、聖王位に就ついているあいだずっと体調不良であったことを考えると、軽視できないのが現実だ。

「まずは彩さい湖この封ふう印いんを解とかねばならん。それには斎さい宮ぐうの力が必要だ」

「彩湖の、封印……」

　賀宗の顔から明るい色が退ひく。

　彩湖の封印について、正確な詳しよう細さいを知る者はもはや失われている。書き残されてもいない。

　王族の年長者だけに口く伝でんで継つがれているが、その封印については、在あることをけっして漏もらすべからず、という、なんとも曖あい昧まいな内容だけだった。

「斎宮を、朱月どのにお渡わたしすればよいのですか？　しかし、……彩湖の封印を解くと、どうなるというのです」

　朱月は答えなかった。現れたときと同じくらい唐とう突とつにその姿はかき消える。

「杖州公、たいへんです」

　それと替かわるようにして、扉とびらを叩たたきもせずに入室してきたのは、珠じゆ州しゆ公うこう、財たから部べ卿きようでもある来らい要ようだった。巨体ながら駆かけてきたのか、汗あせだくになっている。

「どうした、来要」

「慚ざん愧きの室へや、悔かい悟ごの室へやに留め置いた者たちが消えてしまったと、張り番より報告がございました。また、捕ほ縛ばくせんとした正せい妃ひは、自ら書しよ籍せき館かんに立て籠こもって、どこの扉や窓からも中に入れないという話です」

「ぬ」

　予想していなかった報告に、賀宗は唸うなった。

「いかがいたしましょうか。式しき部ぶ卿きようは、正妃はともかく、姿をくらませた者たちは、配下の星曜館に命じて探たん索さくをさせるべきと申しております。それに、正妃自身は書籍館からは出ぬと宣のたもうたとか」

「では、王妃は捨て置け。しょせんこの城内、いや国内にすら身寄りもない外国人だ。放置したとてなんの害もないであろう。他の者については、式部卿の言うとおりにするしかあるまい。──が、今、星曜館の者は、別の探索で人手を割さかれている」

「別の、探索……ですか」

　来要は繰くり返した。

「次の斎宮にふさわしい者を捜さがさせておるのだ。斎宮など飾かざりで充じゆう分ぶんだが、今までのしきたりには従っておいたほうが、何かと都合はよい。幸い、近しい世代に隠かくし血筋のあることが判明しておる。今はそれをたどらせておるのだが……」

　そこまで言うと、賀宗は苦く笑しようした。「すまんな、来要。そなたにも、他ほかのみなにも、迷めい惑わくをかけておる。このような騒そう動どうに巻き込んでしまって」

「いいえ」

　来要は首を振ふった。ぶるぶると首筋についた贅ぜい肉にくが揺ゆれる。

「何かを新しくするためには、必ず軋きしみが生じまする。我々はその軋みに壊こわされる覚かく悟ごはできておりますれば」

　賀宗と来要は若いころに出会った。その後、来要は珠州公とともに財部卿を継いだ。これは血族による後こう継けいではない。その経済力を見込まれての、地位の譲じよう渡とだった。

　ゆえに、金で地位を買ったと陰かげ口ぐちを叩かれるが、来要は気にも留めない。もとより鷹おう揚ような男だから、自分の目的だけをしっかりと見み据すえて生きている。

「改革によってこの国をひらくことができれば、もっとさまざまな変化が及およびます。そのためならば、この命も惜おしみませぬ」

「軽々しく、命を惜しまぬなどと言うでない」

　賀宗はたしなめた。

「ですが、我々の腹はとっくに決まっておりますぞ。斎宮に依よらず、聖王に依らず、この国をひらき、異郷より新しい風を呼び込むこと、……それは安あん寧ねいにはほど遠いやもしれませんが、何ひとつ変わらぬままでいるよりは、よほどよきことではございませんか」

　来要は誇ほこらしげに胸を張った。

　そのとおりだ、と杖州公は考える。

　聖王と斎宮に依り、天候や土地の安定すら左右されるなど、どう考えてもおかしいのだ。それに賀宗が気づいたのは、若かりしころに許されて出た西方への旅の途と上じようだった。他国は神杖のように閉じられていない。ゆえに人々には活気があり、つねに新しいできごとで揺さぶられつづけていた。

　神杖では昨日と明日が同じだ。

　確かに神杖は安定していて豊かだ。しかし、何も変わらない……

　旅から戻り、王族としての務めを果たすようになって、ますます賀宗の中でその違い和わ感かんは強まっていった。この国は不自然でどこかいびつだと、彼は気づいてしまったのである。

　そして、同じ考えを持つ者を捜した。来要はそのひとりだ。

　他にも、八公の半数は、賀宗に賛同し革新を望んでいる。

「この国の、澱よどんだ空気を追い払はらうのじゃ」

　賀宗は力を込こめて呟いた。










「暇いと乞まごいだと」

「はい、若わか」

　朝議が行われる謁えつ見けんの間ではない。静せい玄げんの私室、しかも朝未まだきの寝しん室しつだ。

　それでも薄うす闇やみの中、浅あさ緋ひは跪ひざまずき、頭こうべを垂れる。

「長らくお仕え申し上げて参りましたが、そろそろ若も、この浅緋めの力を必要とはせぬようになっておられます」

「何を言う。今がもっとも重要なときではないか」

　寝台の中の静玄は、事態を把は握あくしきれていないせいもあるのだろう。不ふ明めい瞭りような声で不ふ機き嫌げんに言った。

「神杖とのことならば、ご案じなさる必要はございません、今後、彼かの国は荒あれます」

「荒れる？」と、静玄は眉まゆを上げた。「何な故ぜだ。どうしてそう言い切れる」

「お答えできません」

　浅緋は首を振った。

「浅緋、……」

「お知りにならなければ、誰になんと問い詰つめられようとも答えられません。ですから若、どうぞ自分は死んだと思ってください。内外にもそのように報じていただければ、自分がこののち何をしようとも、若が咎とがめ立てられずに済みます」

「……俺を巻き込みたくない、というのか」

　静玄は立ち上がった。長い寝ね間ま着きの袷あわせがずれている。浅緋は苦笑して立ち上がり、その乱れを直してやった。

　昔もこのようにして、世話をしたものだ。もともと浅緋は静玄の一従者に過ぎなかった。この国の政まつりごとに関かかわるようになったのは、ひとえに静玄が太子になったからである。

「昔も、このようにして寝間着をお直ししましたな……お着き替がえもお手伝いしました」

　自分より背の高くなった太子を、浅緋は感かん慨がい深く眺ながめた。

「だが、今はひとりでできる。おまえがそうしろと言ったからだ。人の上に立つ者は、自分の身を自分で処さねばならぬと」

「そうです。──ですから、若にはもう自分は必要ないのです」

　静玄は不服そうに浅緋を見つめた。

「本当に、そうか？」

「だいじょうぶです。若ならきちんとこの国を治められます。必要なことは、自分がみんなお教えしました」

　それは、本当だった。今でも静玄の父は国主に就ついているが、実質的な統治はほとんど静玄が行っている。

「あとは、父上の命数が尽つきるか、それとも聖王位に飽あきるかするまでお待ちいただければよろしいのですよ。その間に若は足もとを固め、信しん頼らいに足る者を懐ふところに引き入れてゆけばよいのです。そうすれば、自おのずと長ちよう汀ていは若の手の中に収まりましょう」

「……おまえは死ぬ気なのか、浅緋」

　静玄の問いに、浅緋は口を閉とざした。それまで浮うかんでいた微笑ほほえみが凍こおりつく。

「まるで今生の別れのように聞こえるぞ」

「そんなつもりはございませんでしたが……そうなる見込みもありますれば」

「死ぬようなことをするつもりなのか」

「今夜死ぬか、明朝死ぬか、それとも何十年後に死ぬかなど、人にはわかりませぬ。わかることは、いつか必ず誰でも死ぬということ」

「竜りゆう珠しゆならば、いつ死するかわかることもあるのだろう」

　容よう赦しやなく静玄は問い詰めた。だが、その瞳ひとみにはすがるような色が宿っている。

　ずっと傍そばにいた者が、自分から離はなれるというのだ、必死になって当然と言えよう。

「俺には、わからないが、……」

「わからぬほうがよいのです、若」

　浅緋は、再び口をひらいた。「慈アル・母イー神シヤラは、息子むすこの血を引く者を憐あわれんで竜珠の不思議の力を下されたと言われています。ですが、この力は目先の労苦を軽減するだけ。先へ先へと進むためには、不思議の力など人間には無用の長物なのです」

　浅緋の剣けん幕まくに、静玄はわずかに目を瞠みはった。浅緋はそれに気づかずつづける。

「この先に起きることがわかっても、それが必ず起きるのならば、どんなにあがいても回かい避ひすることはできないのです。……ですから、先のことなどわかっても、意味はないのです」

「では、竜珠の予よ見けんは、本当に確実にそのとおりになるのか」

　静玄は竜珠だが、生まれ育った長汀が竜珠の存在を否定しがちだったため、常人と変わりないように生きてきた。だから不思議の力をほとんど発揮できず、竜珠がどのような感覚を有して生きているのかも理解できない。

「竜珠の予見がそのとおりになるのではありません。竜珠があらかじめ見られるのは、確実に起こりうる事態だというだけです」

　鶏にわとりが先か卵が先か、それと同じ話だろう。静玄はそう納なつ得とくした。

「わかった。……しかし、おまえが辞するのは納得がいかん」

「若、自分の役目は終わりました。もう自分が若にして差し上げられることはないのです。ですから、自分を解放してください。──銀いち杏ようさまには、若が一人前になるまで見守ってほしいとしか頼たのまれませんでした」

「まだ一人前にはほど遠い」

「聞き分けのないことを言わないでください。おいくつですか、若」

　そう言ってから、ああ、と浅緋は気づいた。

　自分が子ども扱あつかいする限り、静玄は納得しないのだろう。

「……殿下、どうか、私を自由にしてください」

　浅緋は一歩下がると、再び跪いて頭を下げた。

「わかった。許す」

　しばらくそうしていると、根負けしたような声が告げた。

　顔を上げると、静玄はひどく、……淋さびしげな表情を見せていた。

　静玄は気を抜ぬくとすぐに気持ちが顔に出る。だが為い政せい者しやとなるならば、本心はつとめて伏ふせねばならない。それができなければ怒いかりを前に出しておくよう、浅緋は回避策を静玄に教えた。静玄は優ゆう秀しゆうな生徒だった。すぐに心の隠かくし方を憶おぼえた。

　生母を手にかけて得た太子という地位を棒に振ふることがないよう、国主となってこの国を支配下に置くために、静玄がどれほどその身を砕くだいたか、浅緋はよく知っている。

　だからこそ、別れを告げねばならない。

　そして、二度とまみえるべきではない。

「いつでも戻ってこられるように、おまえの館はそのままにしておく」

　浅緋の決意を知らぬ静玄は、淋さびしげな声こわ音ねで呟つぶやく。

（その必要もございません）

　言葉に出して言ったつもりだったが舌は動かず、浅緋はただ、再び頭こうべを下げた。










　千白は、神杖の領土を守護する神である。遠い昔に、この地をめぐるあらゆる脈を整えた。

　そのうちのひとつ、水脈を利用して、瞬しゆん時じにして遠方へ移ることもできる水みず鏡かがみの術は、近きん距きよ離りならば、大本の水鏡を使わずとも移動できる。

「……ああ、懐なつかしい」

　急ごしらえの水鏡から出た祥琳は、びしょ濡ぬれのまま周囲を見まわした。「花はな扇おうぎの救きゆう慰い寮りようではないか」

　陽ひの暮れかけた救慰寮の庭には、もう子どもたちの姿は見えない。陽が暮れると同時に寝ね床どこに入るよう習慣づけられているからだ。

「陛下、こちらへ。すぐに水気をとばします」

　青磁の声に、祥琳は明るい顔をして振り向く。

「よせ、青磁。私はもう聖王ではない」

[image: ]

　青磁は顔を曇くもらせながら、祥琳の肩かたに軽くふれ、水分をすべて排はいした。

　千白に頼んで悔かい悟ごの室へやから懺ざん悔げの室へやに移った白雪は、居残るという凜子と祥琳を説き伏せ、ここに移動させた。その間に、青磁と琥珀、黒曜もこちらへ移ってきている。

「蘇芳は……？」

　凜子が、ひとりひとりの顔を確かめるように見てから、問う。

「その、……蘇芳は、捕とらえられているようです」

　琥珀が口ごもる。「八公議場で倒たおれてから、蘇芳の気配が全然つかめないんです。どうも、あちらには強力な術使いが味方についているようです……」

　その術使いとは、夜鳩なのだろう。白雪は悟さとって、言いよどんだ琥珀の顔を見つめた。

「わかっていることを整理しよう」

　明るい声で提案したのは明星だった。「まず、スーは捕つかまっている、と」

「……で、俺たちは全員、祥琳さまの子ではなかった、と」

　地を這はうような声で、青磁はつづけた。

「何を言うんだ、青磁」と、祥琳が悲しげな顔をして青磁に迫せまる。「そんなことを言うなんて、父上は悲しいぞ」

「何をおっしゃいますか！　俺は最初から知ってましたよ！」

「えっ」

　これには祥琳が本当に傷ついたような顔をした。

「あ、俺も」と、黒曜が同どうじる。

「僕は、全員他人だって知ってました」

　琥珀にとどめを刺さされ、祥琳はますますしょげかえった。

「そんな……血のつながりはなくとも、たいせつな息子だと思って接してきたのに……」

「陛下は何もかもすべてご承知だったのですか」

　青磁が怒りのにじんだ声音で問う。

「ご承知も何も……」と、言いにくそうに祥琳は答える。「ロージャや露つゆ子こや萌もえ黄ぎやエゼルを側室に入れてくれと言ったのは、白鷺だ。私は彼女たちに指一本触ふれていない。白鷺の友人なのだし、何より私にとっても友人だ」

「そうだったわねぇ」と、凜子は懐かしげな顔をする。

「王太后殿でん下かも、ご存じだったのですか……！」

　青磁はうなだれ、黒曜は苦く笑しようした。最初からすべてを知っていた琥珀だけが平気な顔をしている。

「そりゃあそうよ。白鷺に頼まれて、ちいさかったみんなの世話を手伝ったんだもの。みんな、祥琳とは顔が全然違ちがってたわ。同じだったのは白雪だけよ」

「わたし……」

　そこでふいに自分の名が挙あげられ、白雪は戸と惑まどった。

「ええ、だから、へんねえと思ってはいたのよ。だって、祥琳と白鷺は血がつながってないのに、白雪は祥琳が赤ん坊だったころと似ていたの。あのとき気づくべきだったわ。白雪、あなたが祥琳の血を継ついだのだと……」

　凜子のおっとりとした語り口に、明星以外のその場にいた全員が力を失う。

「しかし、今はこうして正しい名乗り合いをできた。よかったじゃないか」

　唯ゆい一いつ、まったく何も気にならないらしい明星が、変わらぬ明るい調子で言った。

「……で、我々はこれからどうするべきだと思いますか、明星の御おん方かた」

　嫌いや味みを込こめて、青磁が明星に問う。

「ええと……ひとまず食事をしないとな」

　すでに辺りは暗い。遊ゆう里りの方角がわずかに朱しゆに染まって見えるだけだ。

「この救慰寮にしばらくいさせてもらおう」

「……やっぱり、そのつもりだったんですね」

　青磁が溜ため息いきをつく。

「でもね、春雪、ここは食べるものが少ないの。だから、お腹が空すいたなら、食べものは自分で探さないとならないわ」

　凜子が建物に向かって歩き出しながら言った。明星がそのあとにつづき、次ついで白雪と祥琳、騎き士したちがつづく。千白は、月明かりで落ちた白雪の影かげに入っていた。

「そうか……それは困ったな」

　明星が神しん妙みような顔をして振り向いた。「なあ青磁、このへんに飲食店はあったか？」

「あとでお教えします」と、青磁は諦あきらめたように答えた。「それより、子どもたちはみんな寝てる時間ですよ。起こすにしても、なんと言えばいいんですか。凜子さんも陛下、……祥琳さまも、こいつもそんな身なりだ」

　身なりのことを言われ、白雪は今着ている斎さい宮ぐうの装しよう束ぞくが、救きゆう慰い寮りように来ていたときにひいなとして身につけていたものと、まったく異なっていることに思い当たる。簡易な意い匠しようだが、素材が高価なのは、見る者が見ればわかるだろう。

「そうだわ！」

「着るものなら、いくらか世話係の予備があります」

　白雪と凜子の声が重なる。周囲の人々がぎょっとしたように白雪を見た。

「あ、えっと、その……みんなの今着ているものを売ったら、いくらか食費の足しになるんじゃないかしら？」

「そうね、そうしましょう！」

　凜子が明るく同意をする。「もうお城には戻れないかもしれないんですもの。ここでみんなで、救慰寮の子たちの世話をして暮らせばいいのよ」

　その意見は、あまりにも非現実的だったが、白雪にはとても魅み力りよく的に思えた。

　たいせつな人たちと、ここで子どもたちの世話をして暮らす……

「それも、いいかもしれないですね」と、白雪は同意した。

「何を言う」

　青磁が気色ばむ。「おまえは斎宮なんだぞ。城に戻るべきなんだ」

　確かに青磁の言うとおりだ。白雪はうなだれた。

「そうだけど、今はどうしようもないでしょう」と、琥珀がとりなす。「青磁はほんとにせっかちだな。城に戻るにしろ、少し休んで方法を考えないと」

　それには黒曜も黙だまってうなずいた。

「しばらくは、そうしたほうがいいだろうな」

　明星は同意したが、その声はいくらか明るさが欠けていた。
















　城内で起きた事件は、瞬またたく間に国中を駆かけめぐった。

　これまで楓さつ院いん清せい祥しようとして知られてきた聖王が実は偽王で、生母樟しよう院いん静せい凜りんとともに幽ゆう閉へいされたと報じられた。

　また、次代の聖王には、冬宮賀宗の孫である蘇芳という青年が継ぐとも併あわせて通達が出た。

　これは冬宮も知らなかった血筋が市し井せいに埋うもれていたと説明されたが、賀宗の血筋と聞いて、天藍の民たみたちは苦い顔をした。みな、貴族の令息が起こした猟りよ奇うき事件のことを忘れてはいなかったのだ。あの事件で殺された婦女や子どもは少なくないうえに、命を奪うばわれはしなかったが、暴行を受けて心身に傷を残したまま放置された者はかなりの数にのぼっていた。

　また、楓院清祥の血筋を証あかし立だてた先代斎宮、白鷺姫宮の偽ぎし証ようを罪に問い、本人死亡のため、娘むすめであり当代斎宮の白雪姫宮が代わりに罰ばつせられ幽閉されたとも報じられた。これには民も釈しやく然ぜんとしなかった。

　斎宮はこの神杖の土地の陰いん陽よう、つまりは自然を安定させる重おも石しなのだ。その斎宮を、本人が犯おかしたわけでもない罪に問い、降位させるとは、国の破は滅めつを促うながしているとしか思えなかった。

　斎宮が位に就ついていないためか、三月に入ったのに、あたたかくなる気配は一向になかった。

　聖王と斎宮の位が空いたまま過ぎる日々は、気温が上がらず、雪は降らなかったが乾かん燥そうして寒い日がつづき、天藍だけでなく国土全体が不ふ穏おんな空気に包まれていた。










　しかし、世相の不穏さとは裏腹に、花扇の救きゆう慰い寮りようはいつにない賑にぎやかさに包まれていた。

「祥おじちゃんは、ぶきようね」

　母おも屋やの縁えん台だいで洗せん濯たく物ものを畳たたんでいた祥琳は、茉まつ莉りの言葉に困ったように笑った。

「茉莉、こら、失礼なことを言うな」

　青磁が咎とがめる。

「いや、いいよ青磁、本当のことだから」

　祥琳は苦笑しながらとりなした。「茉莉に教えてもらうよ。うまくできないから……」

「しかたないわね。おしえてさしあげるわ」

　茉莉は澄すました口調で言うと、祥琳が畳んでいた洗濯物を取り上げた。青磁は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になる。

　この救慰寮に起居する者が増えてから、子どもたちの言葉遣づかいに奇き妙みような丁てい寧ねい語が混じるようになった。祥琳の影えい響きようである。

　すれていないおっとりした祥琳は、子どもたちの興味の対象となり、今までも世話をしていた凜子や、もともとこちらの出だった青磁、たまに寄っていた白雪よりも人気を博はくしていた。

　いつも大人にめんどうを見られ、手を煩わずらわせていた子どもたちにとって、大人のくせに自分たちよりとろくて何もできない祥琳は、格好の暇ひまつぶしの相手になるようだった。

　働かざる者喰くうべからずというのがこの救慰寮の掟おきてで、一定年ねん齢れい以上の者は必ず働かなければならない。祥琳もその対象から外されるわけもなく、外に働きには出られないものの、慣れない家事を手伝っていた。

「このままでいいんでしょうか」

　箒ほうきで庭の掃はき掃そう除じをしながら、白雪は縁台のやりとりを眺ながめて呟つぶやいた。

「いや、でも楽しそうだぞ、ショウは」

　明星は、抱かかえた菓か子しの袋ふくろに手を突つっ込みながら言った。

「春雪、それどうしたんですの」

　白雪と同じく箒を手にしていた凜子が、じろじろと駄だ菓が子しの袋を見る。

「力仕事の報ほう酬しゆうのおまけだ。姐あねさんたちがくれた」

　姐さんたち、とは遊里の妓ぎ女じよたちである。

　天てん藍らん城じようを脱だつしてきてから、凜子は以前と同じく救慰寮の子どもたちの世話をし、祥琳と白雪もその手伝いをしている。

　千白は白雪の影の中に入っているが、うんともすんとも言わない。自分からは出てこないし、白雪も呼ぶことはなかった。救慰寮で忙いそがしく立ち働いていると、千白を呼ぶ必要のある事態にはならない。

　騎士たち三人は城内の内情を探さぐって毎日奔ほん走そうしていた。青磁はこれから出かけるようだ。

　明星はそんな内ない偵ていに力を貸す気はまったくないようで、毎日、遊里に出かけては、力仕事だの恋こい文ぶみの代筆だの揚あげ屋やの支出計算だの用心棒だのその他雑務を日ひ替がわりで請うけ負い、少なくはない金と、それ以外にもおみやげを持ち帰っていた。

　もとより明星は、老ろうに若やく男なん女によ問わず無む駄だに惹ひきつける魅力を持っている。街を歩けば誰だれもが彼女と知り合いたがり、声をかける。彼女もそれを厭いとわず応こたえていたから、この救慰寮で暮らし始めて一いち旬じゆん足らずだが、すでに明星は近在では『どこから来たかわからない、あの救慰寮の用心棒』として知られていた。

「糖とう衣いのあられだ。リーンも食べるか？」

「子どもたちにやってくださいな」

「いいじゃないか。あいつらには焼き菓子を買ってきてやったんだから。厨ちゆう房ぼうに置いておいたぞ。蔓つる蘭らんの香こうり料よう入りだ。黒い粒つぶは、傷いたんでるのではなくて香料だから」

「あら、まあ、だったら早さつ速そく切り分けてきますね。お茶ちや請うけにちょうどいいわ」

　凜子はそう言うと、いそいそと母屋へ戻っていった。

「ユキは食べる？」

「明星さんって、もてるんですね」

　白雪が感心して言うと、明星は嚙み砕くだいていたあられをふき出しかけた。

「な、何を、……」

「姐さんたちにお菓子をもらうなんて、お客でもそうないことだって聞いたわ」

　白雪はじろりと明星を見上げた。「姐さんたちは、お客でも、よっぽど惚ほれぬいた人でもなけりゃ、自分から食べるものをあげたり、奢おごったりしないって。そうじゃなくても、明星さんはお客じゃなかったんでしょう」

　明星は、白雪の視線から逃にげるように目を逸そらした。

「その言い方、シロそっくりだ、ユキ」

「母娘おやこですから」

「で、ユキはわたしの孫だ」

「とても信じられませんけどね」

　白雪は溜ため息いきをついた。

　母がとんでもない人物なのはもう身に染しみてわかっていたが、そのとんでもない人物の母親はこの人なのだ。

「そんないやそうな顔をしないでほしいなあ。孫に嫌きらわれると、おばあちゃんは悲しいよ」

「嫌ってなんかいません。そうじゃなくて、明星さんはとてもおばあちゃんには見えないし、することだってどっちかっていったら、鼻持ちならない年の離はなれたお兄さんか、年の近い叔父おじさんみたいなんだものっ」

　それを聞いた明星はけたけた笑う。

「あーそれはそうかもね！　シロにも昔、よく言われたよ、全然母親らしくないって」

　白雪は溜息をついた。

「それより、まだお城に行っちゃいけないんですか」

　なかなか応こたえないらしいあてこすりを言うのはやめにして話題を変える。「蘇芳がどうしているか、明星さんは気にならないの」

「そんな手ひどい扱あつかいを受けてるとは思えないから、急ぐ必要はないだろう」

　明星は菓子の袋の口をしめた。「仮にも聖王として擁よう立りつするんだ。スーが傀儡くぐつの王となることを承知するとは思えないから、ある程度の無む理り強じいはありえるだろう。それで思いのままに操あやつるために痛めつけられているとしても、不具にしたり、まったく意思のない人形にするわけにもいかないだろうさ」

　不具に、という言葉に、白雪はぞっとした。

「明星さんはのんきだわ！　今だって、蘇芳がどんな目に遭あっているかわからないのに！」

「ユキはスーが好きなのか？」

　予想していなかった問いに、白雪は戸と惑まどった。

「よくわからないわ……」

　蘇芳に同情している自分がいるのは事実だ。

　征せい討とうの終わりに、絽ろ瀬せ砦とりでの墓地で、ゆるしてほしいと自分にすがった蘇芳を悲しく思った。──かわいそうだ、とも。

　しかし、それはあまりにも傲ごう慢まんだ。

　今思えば、蘇芳が殺したいと憎にくみつづけていたのは、自分の母を蹂じゆう躙りんした男、──自分の父にあたる男なのだろう。白雪はほとんど確信していた。

　母を愛し、自分をこの世に産み出してくれたことに感謝しているならば、蘇芳の性格では、その母を傷つけて自分を孕はらませた男なぞ、憎ぞう悪おの対象にしかなるまい。

　生まれてこなければよかった、と血を吐はくように言った彼の気持ちも、今なら痛いほどわかる。

「スーはあたまが悪いからな！　そういうのを不ふ憫びんに思う女にはたまらなくいとしく思えるらしいが……ユキはああいうのは好みじゃないだろう」

　明星は容よう赦しやのない評価をくだす。「融ゆう通ずうは利きかないし、柔じゆう軟なん性はないし、曲がったことは嫌いだし、足をすくわれたらころりと転げて二度と立ち上がれないたちではあると思う。……だが、だからといって、ユキがいつまでも助けてやるわけにはいかないんだぞ。──彼を愛しているのでなかったら、無駄に情けはかけるな」

　次し第だいに厳しくなっていく明星の口調に、白雪ははっとした。

　見るといつしか、明星は言葉と同様に厳しい表情を浮うかべていた。

「本当に好きな相手以外は、必要以上に助けなくてもいい。相手が助けてくれてもだ」

「そんな、……」

「そんなに多情じゃ、本当にたいせつな相手が目の前に現れても、しがらみでがんじがらめになって一歩も動けないぞ」

　明星は溜息をついた。「そういうところ、ユキはシロとは正反対だな。あの子は絶対に、どんなにつらくても、本当に好きな者しか助けなかった。……まあ、好きな者を助けるだけで手て一いつ杯ぱいだったんだろうけどな」

　この場合、好きな者とは特に祥琳のことだろう。

「……好きな人しか、助けちゃいけないの」

　白雪はふてくされながら問う。

「別にいいけど、ユキはそんなに器用じゃないだろう」と、明星は苦く笑しようした。「それに、強くない」

「前よりは強くなったと思うわ……」

　やや気をわるくしながら、白雪は言った。

「ん、でも本当はもっと強いんだよ、だって、……」

　そこで不自然に明星は言葉を切った。

「……明星さん？」

　明星は、つと白雪から目を逸そらした。

　ぴん、ときた。

「明星さん、何か隠かくしてる？」

　明星は黙だまっていた。

　ここしばらくを一いつ緒しよに過ごしてわかったのだが、明星は噓うそをつかない人だった。しかし本当のことを言いづらいときは黙ってしまう。

　彼女はふつうの人間が偽いつわるとき、沈ちん黙もくに代えていた。

「ねえ、何？」

　体ごと向きを変えて白雪から目を逸らそうとする。だが白雪はくいさがった。

「何を隠してるの、教えて」

　強い語調が言こと霊だまとして明星に影えい響きようを及およぼしたのか、それとも明星の気持ちが自然と変化したのか。

「……ユキは、もともとは銀ぎん髪ぱつだったんだよ」

　明星は困こん惑わくしたように答えた。「目の色も、藍あい色いろでなくて、水色だ」

「あれが、もとの色なの？」

「ん、知ってるのか」

　明星は目を丸くした。

「たまに、……その、変わるの、わたしの髪かみと目の色。たいてい、竜りゆう珠しゆの力をたくさん使ったときなんだけど」

「わたしが式シキを打ったから、ユキは今の色に変わったんだよ」

「式……？」

　白雪はまばたいて明星をじっと見つめた。「術ではない、あれね。聞いたことはあるわ」

　術は、不思議の力を有する竜珠でなければ、身につけることは不可能ではないがたいへん困難とされている。

　式はそれと異なり、文字の読み書きと発声ができる者ならば、誰だれでも修練して会え得とくすることができた。しかし、式によって起こせる現象は永続的なものではない。

　明星の顔は、こわばっているように見えた。

「わたしは竜珠ではないと言っただろう？　それでも不思議の力を使う必要があったので、海を渡わたって、別の大陸で式をまなんだ」

　その声は冷たく厳しかった。「ユキの本当の力は、わたしの打った式で覆おおわれている」

「どうして、そんなことを？」

　白雪は、少しだけ怯おびえながら尋たずねた。

　これまでの明星は偽りだったのかと思えるほどに、今の明星はひどく頑かたくなで話しかけにくい空気を漂ただよわせている。

「闇やみの中に灯あかりを置くと、虫が寄ってきて火の中に飛び込むだろう？　生まれたばかりのユキは、そんなふうにとてもまぶしかった。朱月が連れて旅をするうちに、たちまちあしきものを寄せ集めてしまうだろうと予想がついたから……」

　明星はゆっくりと言葉を紡つむいだ。こわばっていた顔がゆるみ、まるで、十五年前のことを思い出しているような表情が浮かぶ。

「それで、わたしはユキのひかりを隠す式を打ったんだ。シロには祝福を授さずけたとしか言ってなかったが、朱月は気づいていたと思う。ただ、彼は式には詳くわしくなかったので、解くことができなかったんだろう。それに、ユキが十六になれば式も自然と解けるはずだった」

「はずだったって……解けないの？」

「解けるよ」

　明星は首を振ふった。「ただ、ユキはどうやら、打たれた式を自分で無理やり外しているみたいだな。一時的なものだが、竜珠の力を使うと髪や目の色が変わるのはそのせいだろう。もとの姿に戻っているんだ」

　白雪は口をつぐんだ。

　式と術はまったく性質が異なる。それは白雪も知っていた。

　そして、白雪は式をまるで知らない。

　なのに、一時的にとはいえ、無意識にそれを解いているのだ。

　自分で自分が怖おそろしくなった。

　また、自分の実力を把は握あくしきれていないことが歯は痒がゆくてたまらない。

「朱月は、ユキが十六になるまで育てると言っていたが、十五になる直前で手放したことになるな。約束を違たがえたのはあいつだ。それを盾たてに、いじめてやれ」

　明星の茶ちや化かすような口調も、白雪の気持ちを晴れさせなかった。

「ね、明星さん、……どうしてわたしは、あの人に育てられたの」

「さあ」と、明星は肩をすくめる。「シロの決めたことだからな。わたしは知らない」

「でも、母さんは、あの人がわたしの父親だってことにしてたのよね」

「そうだよ、まあ便べん宜ぎ上じようだけど」

　明星は、母おも屋やを眺ながめた。

　縁えん台だいに茉莉と並んで腰こしかけている祥琳はとても健康そうで、少し前まで車くるま椅い子すを使って城内を移動していたとは思えないほどだった。城にいたときより粗そし食よくで労働も多いのに、にこにこと楽しそうでもある。幾いく分ぶん若返ってさえ見えた。

　彼が自分の本当の父だと考えると、白雪は面おも映はゆい気持ちになる。けっして嫌いやなのではない。ただ、どう接していいかわからない。

　──それに、朱月と自分の関係が偽りであったことを強く思い知らされ、悲しみを覚えるのだ。

「シロは、朱月を嫌きらっていた」

「嫌って？」

　思いがけない明星の言葉に、白雪は目を瞠みはって祖母を見上げた。

「不幸ぶる男は頭が悪くて嫌いだってさ」

　明星はにやにやする。「その点、シロは男の趣しゆ味みがよかった。ショウはあれで、幸せになる方法を心得ている男だ。自分という人間に何がふさわしいかを知っているからな。そういう男は不ふ釣つり合いな望みを持たないから、幸せになりやすい。……幸せな男を愛せる女もまた幸せだ」

　そのとき、裏の木戸から女性が入ってくるのが見えた。白雪も見知っている、茉莉の母親だった。

　茉莉はすぐに母親に気づき、縁台をとびおりて駆かけ出した。

「あら、お母さんが迎むかえに来たんだわ、茉莉ちゃん……」

「あの子は親がいるのか」

「お母さんだけ。お母さんは花扇で下働きをしているから、仕事がお休みの日曜だけ一緒に過ごすの」

　救きゆう慰い寮りようの子どもたちは、常に滞たい在ざいしている者は十名ほどで、あとは親もとから通っていたり、夜間だけの預かりだったりと、形式はさまざまだった。

　母に手を引かれて救慰寮を出て行く茉莉を見送って、白雪はきつく胸が締しめつけられるような錯さつ覚かくをおぼえた。










　以前、斎さい宮ぐう殿でんの地下、杖つえの間まに朱月は入ったことがある。

　昔、ここは窪くぼ地ちで、地下ではなかった。

　年を経へるごとに周囲に建物が増えていき、地に挿さされた杖を隠かくすようにこの建物が建てられてのち、朱月は当時の巫かん覡なぎのひとりに招かれて、階段状に連なる白い板をゆっくりと下りた。

（この杖を抜ぬけるなら、抜いてみればいい）

　その巫覡は、挑ちよう戦せん的に言った。まだ斎宮という役職がなく、複数の竜珠が巫覡として国土を整える役目を負っていた時代のことだ。

（許されなければ、誰もこの杖を抜けない）

　その言葉通り、朱月が強く握にぎって引き抜こうとしても、杖はびくともしなかった。

　どんな剛ごう力りきの者が手をかけても抜けないのだという。

　朱月は、白い杖の前に立った。

　白い杖は、斜ななめに大地に突つき立てられている。木からできていると知らされなければ、一見、陶とう製せいに見えただろう。それほど、白い杖は硬こう質しつに光り輝かがやいていた。

　そっと手を伸のばして握る。

　許された者ならば、この杖に触ふれた者たちの記き憶おくを読み取ることができるという。もちろん、朱月には読み取れるはずもない。

　一度、杖から手を離はなし、じっと手のひらを見つめる。

　集中していると、手がゆっくりと黒い輝かがやきに染まり始めた。

　……朱月の身と融ゆう合ごうしたくろがねは、白雪に宿る輝キ石セキノ神カミの千白と同じものだ。しかし千白と違って意思を持たない。過去には有していたのかもしれないが、今はただの力として朱月の身の裡うちを満たしている。

　ふだんは欠けた身を補おぎなったり不思議の力を過か剰じように引き出したりする媒ばい体たいでしかないが、こうして意識すると表面化させることもできた。

　黒い硬質な輝きに染まった手のひらで、再び白い杖を摑つかむ。

　だが、くろがねの力をもってしても、やはり杖は抜けなかった。この杖をここに挿さした者は、よほど強く術をかけたのだろう。

　朱月はゆっくりと手を離した。

　くろがねはまだ手のひらの表面を覆おおっている。

　こうして顕あらわになっているときのくろがねは、肉の体を持ち人と同じように心を持っていたころの記憶を機械的に読み出すことがあった。そのため、たまに朱月の脳のう裏りを、見たこともない風景や人の顔が通り過ぎる。それはあまりにも古い記憶のため、はっきりとした像を結ぶことはない。

　しかしそれでも充じゆう分ぶんに、くろがねが自分に形を与あたえてくれた最初の宿主をどれほど慕したっていたかがわかった。

　朱月は意思の力でくろがねを内側へと押し込む。少し抵てい抗こうがあったが、やがてくろがねはゆっくりと身の内側へ戻っていった。

「何をしてらっしゃるのですか」

　声をかけられて、朱月は天てん井じようを振り仰あおいだ。階段を下りてきたのは、夜鳩だった。

「……別に、何も」

「この杖を壊こわせば、結界が緩ゆるむのですか」

　夜鳩は朱月に近づくと、問う。

「ああ。──神杖の国土九州すべてに、この杖の分身が挿されている。しかし、この杖が本体だ。他ほかの杖をいくら壊しても、この杖を壊さなければ最後までこの国の結界はびくともしないだろう」

[image: ]

「あなたは、我々も知らないようないにしえのことにお詳くわしいようですが、朱月どの、ではどうして、初代斎宮、若わか葉ばの姫ひめ宮みやは、国土に結界を張って他国との交わりを最小限にさせたのか、ご存じですか」

「おまえが知っている通りでいいじゃないか」

　朱月は不敵な笑えみで唇くちびるを歪ゆがめた。「国を堅けん固ごにするため、国外の不ふ遜そんな輩やからを排はいするために、国を鎖とざした。──それ以外の理由なんか、知ってどうする」

「結界がなければ、あなたはとうに我が国を滅ほろぼしていたのではないのですか」

　夜鳩はさらにつづける。「結界は、あなたに対して張られたものでもある。違ちがいますか」

「どうしてそんなことを考えた」

「我が姫から伝え聞きました。あなたが、人の身では耐たえきれぬほどの歳月を生きてきたと」

　夜鳩が我が姫と呼ぶのは、騎き士しとして守った先代斎宮、白鷺である。

「それから？」

「我が国を滅ぼす、その妄もう執しゆうだけで生き存ながらえているかわいそうな人だと」

　朱月はかっとなった。

　憐あわれまれる謂いわれはない、と思った。

「結界を張り国を鎖せば、外からの刺し激げきを受けなくなり、内部に激しい変化は起きなくなります。実際、我が国の文化は、若葉姫宮の時代からさほど発展してはいません。それなりに改善され向上していますし、他国から文明が入り込むこともありますが、それもまれだ。二千二百年前とたいして差のない生活でも困らない」

　夜鳩はそこで言葉を切った。じっと杖を見つめるまなざしに、苦しげな色が浮うき沈しずみする。

「我が国には竜りゆう珠しゆが多く住んでいますし、斎宮が天地を整えるため、貧ひん富ぷの差は開きますが、生き存える程度の食べものには困らないので、滅めつ多たなことでは世相が乱れません。みんな、不満を持ちながらも満足しているのです。……しかしそのために人は変わることを怖おそれ、新しいことを始めようとはしない。──革新の起こせない、死んだような国ですよ、この国は！」

　大きくなった夜鳩の声が、円形の天井に響ひびいて消えた。

「……そうだな」と、朱月は認めた。「この国は、古きものがいつまでも残っている。それは、よいことだ。しかし、新しきものを受け容いれる土どじ壌ようがない」

「あなたがそうさせたのではないのですか」

「俺がそうさせたわけじゃない。ただ、俺を怖れて結界を張ったという可能性は、ないことはない」

　朱月ははぐらかしながら、小さくわらった。

「では、本当にあなたは、我が国の成り立ちをその目でごらんになったのですか……」

　夜鳩はふだん、変化のない穏おだやかな表情を浮かべている男だ。それが瞠どう目もくしているのを見るのは、朱月としてはなかなかに愉ゆ快かいだった。

「まあな」

　この国が成り立つ前に、この土地に住んでいた人々を知ってもいた。

　──風狩カガリの民たみ、と自じ称しようした朱月の一族は、今は天藍と呼ばれる土地に住んでいた。

　父神である創アル・世イー神シヤンの怒いかりを受けて傷つき翅はねを折られた天イー竜クア神ルが、人間のように足で歩いて通り過ぎたとされる竜道は、今は潰ついえた天テン真シン山脈の麓ふもとから、十イ六ザ夜ヤ地方の中央平原を貫つらぬいて、春すの原はらを浮かべる東海へとたどりつく。この一万余年、その竜道に沿って文明は盛せい衰すいした。

　あてもなく歩きつづけた天イー竜クア神ルは、途と上じようで人間と交わって子を生なした。その子どもたちが竜珠の始まりであると言われる。天イー竜クア神ルがさまよったために、天テン真シン山脈より東部の十イ六ザ夜ヤ地方に竜珠が多いともいう。

　さすがに、それが真相か否いなかまでは、朱月は知らない。だが、風狩カガリの民に竜珠は多かった。全体の半数以上が竜珠であったために、現代の他国のように、竜珠だからと忌いまれることもなかった。

　なのに、風狩カガリの民は、攻せめ滅ぼされた。

　杖じよう者しやを奉たてまつる北東より訪おとずれた白はく魔ま、不思議の力を否定する、見ミ杖ヅエの一族に。

「そして、我が国を滅ぼすために、戻られたのですね」

　夜鳩は落ちつきを取り戻したようだ。確かめるように問う。

「そうだ」

「何な故ぜ、今になって……？　もっと早く、望みを叶かなえることもできたのではないのですか」

「結界が邪じや魔まだったせいもあるが、何よりも俺の望みを叶えるには、彩湖の封ふう印いんを解かなければならないのさ」

「彩湖の、封印？」

「彩湖に潜もぐったことはあるか？」

「いいえ。あれは神域の一部です。滅多なことでは近づいてはならぬとされています。ゆえに、彩湖で育はぐくまれた生きものも口にしてはならぬと」

「それは賢けん明めいだ」と、朱月は呟つぶやいた。

　遠い昔、あの場所は湖などではなかった。

「国祖、桂けい院いん蒼そう空くうとおまえたちが呼んでいる男は、自らの一族の罪を隠かくすために、あの場所に水を寄り集つどわせて湖とした。水そのものが封印だ。その水をほどけば、隠されているものが現れる。隠されているものが、俺の復ふく讐しゆうを完成させる……」

　あとは、禁きん呪じゆだ。

「あなたは国祖を憎にくまれているのですか、朱月どの」

　夜鳩は、突とつ拍ぴよう子しもないことと知りながら尋たずねた。国祖は三千年前の人間だ。しかし朱月はいにしえより生き存えているという。それが事実ならばお互たがいを見知っているのではないかと考えたのだ。

「……殺し損そこねた」

　ぼそりと朱月は呟き、両手を見つめた。

　……子どもだった、せいだ。

　手をかけた首は細かった。自分を伯父おじと慕い、まとわりついてきた無邪気な少年は、自分の殺意を知って、抗あらがうのをやめた……まるで殺されてもいいと言わんばかりに。

　だが、朱月の手はそれ以上力を込こめることができなかった。直前に殺した妹の呪のろいのせいだ。自分と同じ血が、たとえ一ひと滴しずくでも流れている者は殺せない、という呪い……

　明け方の空色の瞳ひとみが瞼まぶたに隠れて、あふれた涙なみだが首を絞しめた手に落ちた、その感かん触しよくを思い出して、朱月の全身は総毛立つ。

　あのとき殺し損ねたために、あの子どもの血はこの国の全土に広がっていった。三千年も経たった今は、この国のありとあらゆる人々が、彼の血をほんのわずかでも持つようになっていたのだ。

　もはやこの国で生まれた者で、彼の血を持たない者はいないと言っていい。

「子どもは、殺す気になれないな……」

　特に、赤ん坊ぼうは。

　──だから、あの娘も殺しそびれたのだ。

「そうですね」

　夜鳩は、同意した。「だが、情けをかければ禍か根こんを残す。今のあなたのように」

「だから、これが最後だ。徹てつ底てい的に叩たたく」

「杖州公は、あなたがこの国をひらくことに協力してくれていると、信じています。……ですが、あなたにそんなつもりはないのですね。──ならば、私も考えます」

　意思のこもった声に、朱月は夜鳩を見た。

「何を」

「あなたの目もく論ろ見みをどうやって阻そ止しするかを」

「考えればいい。納なつ得とくするまで好きにすればいいだろう。それで命を落としても、おまえは後こう悔かいしないのだろう」

「後悔なんて、いつもしています。もっと器用に生きられればよかったと」

　夜鳩は苦く笑しようした。「でも、だからといって、器用に生きられるわけではないでしょう」

　それは、朱月もよく考えることだった。

　何もかも忘れて、新しい生き方を選ぶような器用さがあれば、自分はここにはいなかっただろう。

　だが、できなかった。

　──どうしても、それまでのすべてを捨て去り、何もかもをなかったことには、できなかったのだ……

「彩湖の封印を解くには、輝キ石セキノ神カミと斎さい宮ぐうの力がいる」

　朱月は感傷を振ふり捨てるように口を開いた。

「探たん索さくはしております。ですが、あの方はうまくお隠れになっているようです」

「そうだろうな。人混みに埋まい没ぼつすれば目につかん、取るに足らない小娘だ」

　……しかし自分には、彼女がどこにいてもわかる。自分で捜さがしに行ければいいのだが、今は他ほかにもやることがあった。

「ひどいおっしゃりようだ。あんなに可愛かわいらしい方なのに」

「見てくれは、多少はな。だが、頑がん固こで融ゆう通ずうがきかん。うすぼんやりしているし、人の心の機き微びに疎うとい」

　朱月が言うにつれ、夜鳩はにやにやしはじめた。朱月はやっとのことでそれに気づく。

「なんだ」

「よほど、白雪さまをたいせつになさっていたのですね」

　……朱月は黙だまり込んだ。

　夜鳩は畳たたみかけた。

「白雪さまも、あなたのことは折おりに触ふれて思い返していたごようすです。私は彼女とはほとんどお会いしていないのでわかりませんが、話には聞きました。何かと父親のことを思い出しているようだ、と」

　夜鳩はすっかり勝ち誇ほこっている。「我が姫があなたに娘むすめ御ごを託たくしたと聞いたとき、何を考えているのかと思いましたが、つまり、この事態を想定していたのでしょうね、あの方は」

「どういう意味だ」

「あなたが誰よりも白雪さまをいつくしむようになるということを、我が姫は知っていたのでしょう」

　いつくしむ。

　朱月は苦い顔をした。

「……あの女がそこまで考えていたとは思えない。ただのいやがらせだろう。だいたい、偽ぎ装そうで腹の子の父親を俺だと言い始めたときはたまげたぞ。あんなに俺を毛け嫌ぎらいしていたのに。──だからいやがらせだろう、やっぱり」

　朱月を最初に天藍城に招いたのは夜鳩だった。夜鳩を通じて、白鷺の側近である萌黄と引き合わされ、まだ幼く斎宮ですらなかった白鷺に取り次がれたのである。それは朱月の望んだことではなかった。おそらく、白鷺が何かを感じて望んだのだろう。短い衣ころもを身につけて転げ回っていたころだ。

（しらさぎって鳥はね、悪あく食じきで悪声なのよ。見たことある？）

　いつだったか白鷺は言った。その事実にたいそう満足しているように見えた。

　今では数が減り、滅めつ多たに見られなくなった鳥は、その美しい白い姿とは裏腹な性質を有していた。白鷺はその事実を気に入っていたというから、そんな彼女の性格は推おして知るべしだ。

　しかし鳥の白鷺は、番つがいの相手を決して変えないという。どちらかが死ねば、もう一方はその傍そばを決して離はなれず、やがて衰すい弱じやくしてあとを追うように死んでしまうとも言われている。

　そんな一いち途ずさを持っていた先代斎宮は、傲ごう慢まんなほどに尊大で、それでいて慈アル・母イー神シヤラのごとく慈じ悲ひ深く、強者には楯たて突つき、弱者に膝ひざを折った。

（わたし、あなたが嫌いなの）

　朱月は、十五年以上前に言われた言葉をも思い出した。

　呆あきれたような、どことなく苦笑に似た表情を浮かべて、彼女は物もの怖おじせずに言った。

（あなた、自分だけが不幸だと思ってるんでしょ。ばっかみたい）

　しかし朱月は、それでも白鷺を気に入ってはいた。うそばかりついていたからだ。偽いつわりで塗ぬり固めた彼女の根が、一途でまっすぐだった、その矛む盾じゆんが見ていて楽しかった。

「では、朱月どのは白雪さまをいつくしんでいらっしゃったことは、否定しないのですね」

　夜鳩の言葉に、朱月は物思いから我に返る。

「何が言いたい」

「そんな怖こわい顔をなさらないでください」と、夜鳩はにこにこした。「あなたに親近感を覚えて、うれしいだけなんですから」

「親近感だと？」

「ええ、要するに、私もあなたも、我が子が可愛くてたまらないということです」

「我が子ではない」

「でも、ともに暮らすうちに情は移りますよ」

　夜鳩はしつこくつづけた。「少なくとも、白雪さまはあなたを父と信じていた。今でも信じたいのでしょう。それに、あなたにとってそうでなくても、白雪さまにとって、あなたはたいせつな家族ですよ」

　朱月はそれ以上、夜鳩のたわごとを聞きたくなかった。さっと衣の裾すそを翻ひるがえし、浮ふ遊ゆう階段をのぼり出す。

「そんなに急いで逃にげなくてもいいじゃないですか」と、夜鳩はそのあとを追った。「もう少し、白雪さまのお話を聞かせてください。あの方がお生まれになったときは、私たちのあいだで話題沸ふつ騰とうだったんですよ、育てるのを誰が押しつけられるかって。我が姫のもっとも身近にいた男といったら騎き士しの私たちですからねぇ。ひょっとしたら、四人でかわりばんこに父親代わりをさせられてたかもしれないんですよ」

　後ろから追ってくる夜鳩の声に、朱月はらしからぬ寒気を覚えて歩を速めた。










　暦こよみで三月ともなると、神杖では徐じよ々じよに気温が上がり始める時季だ。しかし、雪ゆき嵐あらしの異変の影えい響きようか、いまだ夜は真冬のように寒く、春の花は咲さかないままだった。ただ、雪が降らなくなったので、根雪もかなりとけて、今では建物の陰かげにしか見られない。

　一年のうち、三月は風かぜ月つきと呼ばれる。神杖では強風が一晩中吹ふき荒あれることもあるらしい。

「よかったわ、みんながいてくれて」

　凜子は、がたがたと揺ゆれる食堂の鎧よろい戸どを閉めながら、言った。

「人手だけは、今ほど足りきっていることはありませんね」

　青磁が相あい槌づちを打つ。

　こういった救きゆう慰い寮りようの世話役は、ほとんどが通いである。この花扇の救慰寮は、たびたびやってきてはめんどうを見ていた凜子が常じよう駐ちゆうの世話役と見なされて、公式な世話役が三か月に一度ほどしか振り当てられなくなってしまっていた。

「茶をいれたぞ」

　厨ちゆう房ぼうから明星が盆ぼんを抱かかえて入ってくる。広がる芳ほう香こうは、柑かん橘きつ類るいの匂においだった。

「あら、いい匂い。でも、これ、……なんだったかしら？」

「ぶんだいの実を搾しぼって入れたんだ」

　白雪の疑問に答えたのは明星だった。「リーンはぶんだいの入ったお茶が好きだったろう」

　明星は人数分の茶杯にお茶を注ついでいく。漂ただよう香かおりはますます強くなったが、けっして不快ではなかった。むしろさわやかで心ここ地ちよい。

「そりゃ、好きですけど、よく買えましたね。ぶんだいは神杖ではそうそう売ってませんし、高かったのでは？」

　凜子は目を丸くした。

　柑橘類でも、文ぶん旦たんと橙だいだいが自然とかけあわさってできた種しゆであるぶんだいは、主に西方で栽さい培ばいされ、神杖では滅多に見られなかった。また、苦みと酸味がきつく感じられるので好む者も少ない。白雪も、西方で口にしたことはあったが、味が苦手で好んではいなかった。西方でも、半分に割った実に砂糖をかけて食べる者もいるほど、甘みの乏とぼしい果実である。だが、それがいいという愛好者も多くはないが存在した。

「そのぶんだい、ただ同然で手に入れてらしたんですよ、明星の御おん方かたは」

　琥珀が肩かたをすくめて説明した。「昨日、僕と一いつ緒しよに市場に買い出しに行ったとき、難なん癖くせつけられてた物売りを助けたんです。それでお礼にって」

「その物売りは、可愛い女の子だったんでしょう」

　祥琳は卓たくにつくと、明星が前に置いてくれた茶杯を手にした。「明星の君は、昔から可愛かわいい女の子にやさしかった」

「失敬な。その言い方だと、可愛くない女の子がいるみたいじゃないか」と、明星は人数分の茶をいれ終えると、自席に腰こしかけた。「女の子はみんな可愛いものなんだぞ、ショウ。そんなふうに女おな子ごの心の機き微びがわからないから、あんなろくでもない女にひっかかるんだ」

　その『あんなろくでもない女』の娘むすめである白雪は、明星の隣となりで肩をすくめた。ろくでもない女に育てたのは誰なんだと訊きいてやりたかったがやめておく。

　代わりに、

「で、……これからどうするんですか」と、誰にともなく問いかけた。

　白雪が征せい討とうから帰ったのは二月の下げ旬じゆんである。それからすでに二旬近く経たち、三月の節句も過ぎた。

　気候が変わらないので意識していなかったが、実はみんなそろって城から遁とん走そうしてからかなりの時間が経っているのだ。

「どうする、か」

　明星は自らいれた茶をすすると、椅い子すの背にもたれかかった。「そうだな、そろそろスーを助け出しに行くか」

「やっとですか」

　青磁がほっとしたように呟つぶやく。

「蘇芳もですが、葉子のことも気になっているのです」

　祥琳が妻である王おう妃ひの名を口にした。「私の咎とがが、彼女にまで及およんでいなければいいのですが……」

「ん、あの子ならだいじょうぶだろう」と、明星は無責任に保証する。

「その根こん拠きよは？」と、めずらしく祥琳は、嚙かみつくように問う。「葉子はただでさえ不安定な身なのです。斬ざん首しゆや遠おん流るになどはけっしてならないとしても、拘こう束そくでもされていたりしたら、どれほど苦しむか」

　祥琳の言葉に、白雪も心配になってくる。正妃の葉子は、心身ともに不安定な女性なのだ。

「国をひらこうと画策している今、国外から嫁とついできた彼女を無む体たいに扱あつかうわけにはいかないだろう。それは賀宗もわかっているはずだ」

「それに、葉子には、命が危なくなったら書しよ籍せき館かんに隠かくれているようにちゃんと言っておいたから、だいじょうぶよ」

　ふふ、と凜子が微笑ほほえむ。その意味がわからず白雪は首をかしげたが、凜子が言うからには間ま違ちがいがなく思えた。

「だったら安心だ。葉子は黒ハル猫ノ神カミに任せるとして、問題はスーだな」と、明星はお茶を飲み干した。

「城に出入りしている商人にそれとなく聞いてみましたが、城内はすっかり杖州公の手中にあるようです」

　青磁がここぞとばかりに現げん況きようを報告する。「蘇芳は正式に春宮とされたようで、今は杖州公が後見として政まつりごとを執とり行っている模様です。城内では、春宮は体調が思わしくなく、臥ふせりがちだという噂うわさが立っています。たまに人々の前に姿を現しても、ほとんど口をきかず、ぼんやりしているように見えるそうです」

「……術をかけられているのかも」

　それまで黙だまっていた琥珀が口を開く。「心身を操あやつる傀儡くぐつの術は、星曜館でも限られた人間しか使ってはならないとされています……その、限られた人間が杖州公に従っていたら」

「蘇芳が術で意のままにされているというの？」

　白雪は、あまりにも腹が立って思わず立ち上がった。その拍ひよう子しに椅子を蹴け立たててしまい、壁かべにぶつかる。

「あ、……ごめんなさい」

「白雪は、いい子だな」

　ぽつりと祥琳が言った。「蘇芳の身をそのように案じてくれているのが、私にはうれしい」

「だって、蘇芳はわたしの騎き士しです」

　白雪は怒いかりをなんとかおさめながら宣言した。「わたしは、自分の騎士を守るって、約束したんです」

　その言葉に、祥琳と凜子は目を丸くし、明星は盛せい大だいにふき出した。

　そのばか笑いに、白雪は顔が赤くなっていくのを自覚する。

「そ、そんなに笑わなくても……」

　小声で抗こう議ぎすると、

「ごめん、ごめん」と明星は詫わびた。「その、ね。……シロと同じことを言うなあと思って、さ」

「母さん、と」

「あの子は、自分のたいせつなものは自分で守らないと気が済まなかった。国を守る役目を担になうことになったとき、たいせつな人を国の頂いただきに置けば、どちらか一方に気を取られずすべてを守れると考えたんだな」

　明星の言葉に、白雪は母の気持ちを思った。

　たいせつなものを何ひとつとして取りこぼしたくなかったのだろう。それが白雪にもわかる。

「……それに、たいせつな人と離はなればなれになりたくなかった。──『どんな形でもいいから傍そばにいてほしかった』そうだぞ、ショウ」

「存じてます」

　祥琳がはっきりと答える。「彼女のおかげで、私も母上も生き存ながらえられた」

「そして、重い罪も背負わせることになったがな」

　明星は溜ため息いきをつく。「リーンとショウには本当に、迷めい惑わくをかけたと思っている……」

「いいえ、いいえ」

　凜子が首を振ふる。「白鷺には、心から感謝しています。あの子のおかげで、わたくしはここに居場所を見み出いだせました。あの子のおかげで、孫もできました……こんなにうれしいことはありません」

　凜子はそう言って、白雪を見た。

　そうなのだ、祥琳を通じて、白雪にとって凜子は祖母となる。

「……わたしも、凜子さんと血がつながってると思うと、うれしいです」

　白雪はそこで言葉を切った。何か音が聞こえた気がしたからだ。

「外だ。玄げん関かん」

　床ゆかに落ちていた影かげから、呼んでもいないのに千白が出てくる。「血の臭においがする」

　戸口から真っ先に駆かけ出していたのは黒曜だった。次いで騎士のふたりと明星がつづく。

「祥琳さまと凜子さんはここにいてください」

　白雪は驚おどろいているふたりに言い置くと、食堂を出た。出る直前に、千白はもう影の中に戻ってしまう。

　食堂を出てすぐの廊ろう下かは玄関まで延びている。玄関の扉とびらを黒曜があけた。

　黒い姿がどさりと落ちてすぐ、白雪は玄関にたどりついたので、その者の顔をはっきりと見ることができた。

「助けて、ください、娘が……！」

「有ゆう音ねさん？」

　黒曜が女性の名を呼んだ。白雪は息をのんだ。泥どろにまみれた衣い装しようと殴なぐられた跡あとのある顔。

「茉莉が！」

　その叫さけびを聞くより前に、白雪は外へとび出していた、──裸足はだしのまま。

　顔を見てすぐにわかった。

　茉莉の、母だ。

　外は暗くら闇やみで、街灯が道沿いにぽつりぽつりと点ともっている。

　今日は日曜で遊里が公休だから、いつもなら聞こえる清すが搔がきの音や、ぼんやりとした明かりも感じられない。あたりは暗く静まり返っている。

　白雪は道まで出ると辺りを見まわした。暗くても視界は明めい瞭りように感知できる。意識を集中させていると、遠くで人の気配がした。気づいた瞬間に白雪は駆け出す。

「まつりちゃん！」

　叫んだ。

　……日曜は、茉莉はいつも母親と過ごす。今朝も、仕事が休日の有音が迎むかえに来た。明星と見送ったのがついさきほどのように感じられる。

　いつもなら、有音は陽ひが暮れる前に救きゆう慰い寮りように茉莉を送り届けていた。それがこんなに遅おそいことの異常さに、早く気づくべきだったのだ。

　迂う闊かつだった。

「待ちなさい！」

　遊里の大路は、この半月ほどで白雪にとって見知った風景になっていた。そのために無意識に移りの術を使ったのだろう。

　茉莉を掠さらったと思おぼしき黒装束の集団が、闇の中にもはっきりと見えるほどに近づいていた。

「まつりちゃんを、返して！」

　叫びながら、集団を追い抜ぬいて前に出る。ふいに現れた白雪に、黒装束の者たちは驚いたようだ。

　いや、急に現れたからだけではない。

「……白雪さま!?　何な故ぜ、こちらに……」

　その声には困こん惑わくが混じっていた。どうやら白雪を斎さい宮ぐうと認にん知ちしている者らしい。敵意はわずかだった。

　白雪は大きく息を吸うと、はっきりと力を込こめて言葉を発した。

「わたしを白雪と呼ぶならば、あなたたちは城から来たのですね？」

　斎宮という地位に在あってものを言うとき、はったりと誇こち張ようでやり過ごさなければならない場合が多いのは、今までの経験からわかっていた。

　自分はただの小こ娘むすめでしかないと白雪自身が自覚していても、周囲の者は不思議の力を有する高貴な存在として扱あつかう。

　そんな自分の意識と世間の評価との乖かい離りに嫌いや気けがさしていたのも最初のころだけ。今となってはそれをどのようにうまく利用するか、そう考える自分を、白雪は許せるようになっていた。

　また、そうでなくては斎宮職などつとまらないものだ。

「その子をどうするつもりです」

　黒い姿のひとりが肩かたに抱かかえているのは、見まごうことなく茉莉だった。意識がないのか、目を閉じてぐったりとしている。

「我々は、大おと臣どの頭かみに命じられてまいりました」

　意外にも、首しゆ謀ぼう格らしい男は丁てい寧ねいに告げた。「新しい斎宮となれる者を見み出いだしたので、連れてくるようにと申しつかったのです」

「新しい、斎宮ですって……」

　まさか、と思った。

「杖州公のご令息が、側そば仕づかえに産ませた娘が、この娘の母親です」

　男はよどみなくつづける。「白雪さま、あなたは今や、斎宮ではあらせられない。ですが、この国は斎宮なくしては泰たい平へいではいられないのです……」

「いつまでもそのように、たったひとりの者に頼たよる安あん寧ねいを求めるのか」

　鋭するどい声がとんだ。

　声の主は真っ先に追いついてきた黒曜だった。白雪の前に跳とび出すと、守るように背で庇かばう。

「その子を返せ。そして二度とここに来るな」

　黒曜の声は怒りをはらんで低い。初めて耳にする声こわ音ねに、白雪は怯ひるんだ。

　黒装束の者たちは無言で走り出した。白雪は、茉莉を抱えている者に追いすがる。

「待って！──茉莉ちゃん！」

　名を呼ぶと、茉莉の瞼まぶたがぴくりと動くのがかろうじて見えた。

　追いついた黒曜が、ひとりに体当たりする。しかしかれらは手向かわず、ただ逃にげることのみに集中しているようだ。攻こう撃げきしてくればこちらも反撃はできるが、これでは相手を足止めすることもままならない。

　白雪は前方へ跳ぶと、向かってくるひとりの腕うでを摑つかんで引き倒たおした。転げる者にかまわず、茉莉を抱えている者へ体当たりをする。だが相手は耐たえ、次の瞬間、道沿いの建物の屋根の上に飛び移った。

「無茶をなさる。せいぜい御おん身みにお気をつけられよ」

　それに倣ならって次々と、黒装束の者たちは屋根へと飛び移り、視界から姿を消していく。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす白雪の耳に、青磁の呼び声が響ひびいてきた。










　白雪たちが悄しよう然ぜんとして救慰寮に戻ると、凜子に手当てを受けた有音が取りすがってきた。

「茉莉は!?」

　白雪たちが茉莉の奪だつ還かんに失敗したと告げると、有音は食堂の卓たくに顔を伏ふせて咽むせび泣いた。

「有音、気をしっかり持って」

　凜子はそんな有音の肩を後ろから抱だいて撫なでる。

　幼少時をこの救慰寮で過ごした少女は、十六で自立して働きに出、十八で伴はん侶りよを得た。そんな有音にとって、凜子は母親代わりでもあった。

「あ、あの子が、何をしたって、いうんです……！」

「新しい、斎宮に、なる者だと」

　白雪は、喉のどに声を引っかからせながら告げた。「だから、……大おと臣どの頭かみに命じられて連れに来たと、言っていました」

「新しい斎宮だと……賀宗さまが？」

　祥琳が青ざめた。

「な、何故、そんな、あの子は何も知らない、ただの子どもです！」

「有音、……あなたは自分の父親を知りませんでしたね」と、凜子が尋たずねる。

　有音は言葉もなくうなずいた。

「その父親が、王族の末す裔えなのでしょう。大おと臣どの頭かみの命ともなれば、血筋を調査されてから行われた略取と思われます。やみくもに子どもを掠う益えきなどありません」

「リーンの推測で正解だろうな」

　明星はうなずいた。「賀宗の言葉だけでユキの斎宮位が解かれるわけじゃない。だが、同じ斎宮の烙らく印いんを持った者を誕生させれば、それも可能になる」

「そんなことをしたら、国土の安定は……」

　琥珀が口をひらきかける。

「斎宮位に就つくことができるのは、王族の血を引く竜りゆう珠しゆの女子だ。掠われた子が真実正しく王族の血筋で竜珠なら、烙印が施ほどこされたのちに斎宮としての力を持てるようになる。その時点でユキを亡なき者にすれば、新しい斎宮が賀宗の手もとに残るというわけだ」

「神降りの丘おかはもうない。彩さい姫ひの証あかし立だてはどうするのです！」

　青磁が声を荒あらげた。

「そんなもの、済んでいることにすれば、生きている者のあいだではそれでおしまいだ。ただでさえ今、斎宮の姿が見当たらず、聖王位も空いているとなれば、城内で声高に反対を口にできる者はいないだろう」

　明星の答えに、青磁は顔をしかめる。

「どうして、斎宮なんて……」

　有音は首を振ふった。「上うえつ方かた々がたは、今、何をしていらっしゃるのですか？　前さきの王さまは偽にせ者もので、新しく立てられた春宮はご病気がちだと聞いています。新しい斎宮の姫さまも、前さきの斎宮の罪に問われたと聞きました。でも、だからって、茉莉がどうして掠われるのですか、斎宮にって、……どうして」

「ごめんなさい」

　白雪は有音に近づくと、そっとその腕に触ふれた。有音ははっとしたように白雪を見上げる。

「あなた、は……」

「わたしのせいなんです。ごめんなさい」

　言うなり、白雪は食堂を出た。

「白雪！」

　琥珀が呼ぶのに答えず、そのまま白雪は小走りに建物を出た。そこで立ち止まる。

　ふだんならばまだ床とこにも就いていない時刻だ。しかし辺りは暗くて、月や星が照らす光しか目に見える明るさはない。影もできないから、中に戻った千白も呼び出せない。

「待ちなさい」

　歩き出そうとしたとたん、後ろから腕を摑まれた。白雪はぎくりとして振り返る。

　気配もなく追いついてきたのは明星だった。

「こんな遅おそくに、ひとりでどこへ行くつもりだい」

　明星の声には叱しつ責せきが含ふくまれていた。「危ないよ」

「だって、行かなくちゃ」

　白雪はきっぱりと言い切った。「茉莉ちゃんが連れて行かれたのは、わたしのせいだわ」

「そうだね」

　明星はうなずく。「だけど、今の君がひとりで行って、何ができると思う」

　白雪は唇くちびるを嚙かんだ。

　茉莉を取り返す。

　そして、蘇芳も。

　だが、そうするには、ひとりでは無理だ。

　まごまごしているうちに、茉莉がどんな目に遭あわされるか……

「明星さん、」

「わたしはついていかないから」

　言いかけた白雪を遮さえぎって、明星は両手を挙げた。

　白雪は意外な返答にまばたく。

「明星さんの力を貸してほしいの」

　それでも重ねて言うと、明星は神しん妙みような顔をした。

「わたしの力は、少ししか貸せない。ただの人間に使ってはならない力なんだ。でかすぎてね、本気で使うと天藍の都がまるごと消失してしまう」

　そう言って首を振る。「だけど、ユキには別のことをしてあげられるよ」

「別の、こと」

「式シキを解いてあげる」

　明星は白雪を振り向かせると両りよう肩かたを摑んだ。今までと違ちがった真しん剣けんなまなざしでじっと見つめられ、白雪はどきりとする。

　明星の視線やしぐさ、言動は、どこか人をいたたまれないような気持ちにしたり、焦しよう燥そう感かんに駆かり立てられるような錯さつ覚かくをおぼえさせたりする。

「目を閉じて、動かないでね」

　重々しい声に従って、白雪は目を閉じた。

　明星の気配が近づいてくる。

　額ひたいにふれる指先、次いでやわらかいものがふれた。唇だと気づいたのは、喉もとに同じ感かんし触よくが落とされたときだった。

　その次は胸の真ん中、そして両手を持ち上げられ、右手と左手、それぞれの手のひらに。

　明星の唇がふれるたび、ふれた場所に声のない呟つぶやきのような吐と息いきがかかる。その吐息は白雪の中にゆっくりと溶とけていく。

　溶け込んでくるものが自分の中の何かを呼び覚まそうとしているのがわかる。──これは、なんだ？

　ふと、明星の気配が低くなったのを感じて白雪は目をあけた。

　見ると明星は地面に跪ひざまずいて、白雪の足もとに口づけている。右足と左足の甲こうにふれられ、白雪は硬こう直ちよくした。

　明星はゆっくりと立ち上がり、一歩下がる。

「壱セ千ン弐ニジ拾ユウ四ヨン式シキ、解カイ」

　明星が事務的な声で告げると、身の内側からふわりと何かが浮き上がってくるのを白雪は感じる。

「あ……！」

　思わず声が漏もれた。




　かなしいの

　あのひとが

　ないてるから……




　以前にもこんな感覚を味わったことがある、と白雪は思った。

　──そうだ、あれは涼州で、禁きん呪じゆを解こうとしたとき、自分の身の裡うちで、誰かが出してくれと騒さわいでいた。

　目をあけていたのに、周囲が見えなくなる。あまりにもまぶしくて、白雪は目を閉じているのか閉じていないのかわからなくなった。

　やがて目の前に、光の源みなもとである人の姿が在ると、視覚以外の感覚が告げる。

（だれ……）

　問うと、相手がくすくす笑うのがわかった。

　その笑いに何な故ぜか懐なつかしさを感じた。

　遠い昔になくしてしまったたいせつなもの……手の中に持っていたのに、いつのまにか落としてしまった何か。そんなものを思い起こさせる笑い声。

　──ずっと以前に父がお祭りの市で買ってくれた髪かみ飾かざりはどうしただろう。小さな花を模した細工を白雪は気に入っていて、長いことたいせつにしていた。だけど、いつしかなくしてしまった。

　旅から旅へと流れる生活だったから、物を持つことも少なかった。そのせいか、いつのまにかなくしたものは多い。

　それでも、心の中にたいせつにしまっておいたさまざまな想おもい出がある。

（なくしてしまったの？）

　誰か、が笑うのをやめて問いかけてくる。

　白雪はうなずき、そして首を振った。

　なくしてしまったのは遠い日々、たいせつな隣となりにいた人。

　なくしたくない。

　だから、取り戻す。

（しっかりして）

　光が近づいてきて、すぐ目の前に相手の顔が見えた。まぶしかったが、光の中に浮かび上がる顔を、白雪ははっきりと見た。

　自分の、顔を。

（あなたは、わたし……？）

　驚おどろきながらも尋たずねると、相手は自分の顔で笑えんだ。

（そうよ。わたしは、あなた）

　唄うたうような響ひびきを帯びる声は、よく聴きけば自分の声だ。

（あなたがわたしなら、わたしは、誰……）

（あなたは、あなた）と、自分はつづける。（そして、わたしは、わたし）

　白雪は混乱した。それが顔に出たのだろう。相手はおかしそうに笑った。

（でも、わたしはあなたで、あなたはわたし）

　手が伸のばされた。

　左手に、右手が重ねられる。

　右手に、左手。

（思い出して……）

　そう囁ささやきながら、光の姿が迫せまってくる。

　重なった。

　白雪は、目を閉じた。




　体の奥底で眠ねむっていた何かが、内側で嵩かさを増してふくらみ、やがて自分の皮ひ膚ふのすぐ下にぴたりとおさまってゆく……

　一いつ瞬しゆん、白雪の体が風になびくようにふわりと浮いた。すぐにつま先から着地するが、そのはずみで体が揺ゆれ、きらりと髪の毛先が揺れる。

「髪、が……」

　思わず呟いた。どうやら銀ぎん髪ぱつになっているらしい。

「それがユキの、本当の髪の色だ」と、明星がうなずいた。「今は、生まれたばかりのときと同じ色に戻っている」

「これが……？」

　白雪は、少し伸びた髪を指先でつまんだ。まばたきながら毛先を眺ながめると、まばたくたびに目の前が微び妙みように光った。睫まつ毛げも銀色になっているのだ。

　今までにも変化したときは同じように変わっていたのだろうが、それが目立つほど輝かがやいてはいなかった。

「しらゆき……！」

　琥珀の声がした。目を向けると、彼と、その後ろにいる青磁と黒曜が、信じられないというように白雪を見つめている。

「琥珀」

　白雪は、そっと琥珀に歩み寄った。「わたし、今から城に行くわ。──茉莉ちゃんを、助けるの」

「ひとりでなんか、行かせないよ！」

　琥珀は叫ぶ。「僕も行く！　僕は君を守る騎士だ……！」

　白雪が見つめると、琥珀も見つめ返してくる。

　にこり、と彼は笑んだ。

「あのとき言ったことを気にしてるなら、……重荷に感じないでほしい。僕は、君に応こたえてほしくて言ったわけじゃない。ただ、知っていてほしかっただけなんだ」

　ちいさな早口の囁きに、白雪は琥珀の気き遣づかいを察して、胸が痛くなった。

　だが、琥珀の気持ちに応えられないのを申しわけないと思うこと自体、失礼なのだ。

[image: ]

　だから、謝あやまらなかった。

「……ありがとう」

　代わりに礼を口にして、白雪は琥珀の腕にふれた。そこで初めて、自分自身がわずかに淡あわい光を帯びていることに気づく。

「わたし……光ってる、の？」

「式シキを解いたばかりだから、力があふれかえっているんだ」と、明星が説明した。

「式って、どういうことです」

　青磁が明星を問い質ただす。

　明星はやれやれと頭を搔かいた。

「赤ん坊のときのユキは、闇やみの中の灯ともし火びのように、よいものもわるいものもひきつけてしまっていた。神杖に留とどまるなら、結界もあるし、シロが守れただろう。だが、朱月には期待できないと考えて、わたしが勝手にしたことさ。そうしたら、銀髪だったのに黒くろ髪かみになってしまった。目の色も、水色だったのに藍あい色いろになった」

　再び耳にする説明を聞きながら、白雪はじっと両手を見た。指先の輪りん郭かくがぼんやりかすんでいる。左手の烙らく印いんも、ぼうっと明るく光っていた。

　身が帯びる現実味のない神こう々ごうしいひかりが、白雪を憮ぶ然ぜんとさせる。

　こんな姿はいやだった。黒髪のほうが好きなのに。

　……同じだから。

「綺き麗れいだ」

　低い声が賞賛した。黒曜だった。

　その隣で青磁が、大きく目を瞠って白雪を見つめていた。この姿を気に入らないのかもしれない、と白雪は考える。青磁は以前、銀髪より黒髪のほうが似合っている、というようなことを言っていたからだ。

「今の君を見たら、新しい斎さい宮ぐうをたてるという賀宗さまに反対する者も出るだろう」

　琥珀が白雪に見とれながら呟つぶやく。

「それって誉ほめてるの？」

　疑問に思った白雪が問うと、琥珀はびっくりしたようだった。

「誉めてるつもりだけど……」

「それだとまるで以前のユキが、何の取り柄えもない小こ娘むすめだとでも言いたげだ」

　明星が揶や揄ゆする。琥珀が慌あわてた。

「そんなつもりはないよ、そうじゃなくて、……今の君は、とても神々しく見える」

「でも、わたしはわたしよ」

　白雪は首を振ふった。

　そうだ。

　どんな変化が訪おとずれても、自分は、自分だ。

　それはどれほどあがいても変えられない。

　だが、自分自身のまま、変わっていくことはできるはずだ。

「白雪、千白を呼んでみてくれないか」

　ふと、黒曜が地面に目を落として言った。あっ、と白雪も気づく。

　自分の放っているひかりで、地面に影がはっきりと落ちているのだ。

「ちしろ」

　囁くと、影の中からするりと千白が姿を現す。

「呼んだか、白雪」

「今から、城へ戻るの」

　城を出てから、千白はほとんど白雪の影から出てこなかった。呼ぶ必要がなかったからだ。

　しかしこれからは、彼の手助けを必要とするだろう。

「一いつ緒しよに、来て」

「おまえが求めれば、俺はどこまでも一緒に行く」

「……うん」

「……おまえのこと、本当に思い出した」

　ふいに千白は、予想もしていなかったことを言った。

　白雪は驚おどろいて、以前と異なる、大人びた千白を見つめる。

「おまえの影の中で休んでいるうちに、いろんなことを思い出した。だが、やはり記き憶おくとして思い出しただけで、今の俺は、あのころの、おまえと初めて会ったときの俺とは違う……」

「それでも、いい」

　白雪は胸がいっぱいになって首を振った。「千白がわたしを思い出してくれて、うれしい」

　この千白は、以前の千白と同じではない。

　だが、今の自分だって、千白と初めて会ったときの自分とは違う。まったくの別人になってしまったと言ってもいい。

　ならば、千白を責められるはずもない。

　自分が変わってしまったのに、相手の変化をどうして咎とがめられる。

　それに千白は、変わってしまっても自分と一緒に来てくれるというのだ。

　それで充じゆう分ぶんだ、と白雪は思った。

「ありがとう、千白」

　礼を口にすると、千白は悲しげにも見える微笑ほほえみを浮かべた。

「俺の残りの時間はすべておまえのものだと約束しただろう、白雪」
















　子どもの泣き声がする。

　蘇芳は目をさました。

　春宮御ご所しよで過ごすようになって日は浅い。その前は、どこにいただろうか……思い出そうとすると、頭に霞かすみがかかったようにぼんやりとする。

　春宮御所では、ほとんど眠ねむっているような気がする。

　毎日こんなふうに過ごしていたら体がなまってしまうだろう。だが、以前のように稽けい古こや鍛たん錬れんに明け暮れる必要はない、と祖父に言われているのだ。

　蘇芳は祖父に逆らえない。

　──祖父？

　その単語に違い和わ感かんを覚えた蘇芳は、のろのろと寝しん台だいを出た。

　枕まくらもとに置いた剣けんを夜着の上から帯おびる。控ひかえの間まに侍じ従じゆうがいるはずだが、声もかけず、窓から寝室を出た。

　身につけた夜着は裾すそが長く、幾いく枚かの重い布地が鬱うつ陶とうしく脚あしにまとわりついた。

　庭園は静かで、かすかに湿しめり気を帯びた空気に包まれていた。夜は深く、中空には瘦やせ始めた月が姿を見せている。

　前にもこうして、夜中に庭園を歩き回った。仕事だった。

　──仕事ってなんだ。

　考えようとすると、頭が鈍にぶく痛んだ。

　思い出してはいけない。

　悲しいことが多いから、みんな忘れてしまおう。

　蘇芳は虫が誘さそわれるように、明るいほうへと歩いた。子どもの泣き声は、そちらから聞こえているようだった。

　やがて、見慣れていたはずの、だが初めて見るような錯さつ覚かくをおぼえる建物の前に出る。

　ためらわず、何ものかに惹ひきつけられるようにして、蘇芳は建物の入り口に立った。

「なんということをするのです！」

　女性の、非難するような声が内部から響ひびいてくる。蘇芳は、導かれるようにしてそちらへ向かった。

「こんな、……こんな年とし端はもいかない子に！」

「何を言う」

　祖父の声がした。

　奥の間には、何人かの人の気配がした。見ると、祖父の背がまず目に入った。その隣となりには、長い髪かみをうなじでくくった小こ柄がらな男がいる。その後ろ姿に見み憶おぼえはあったが、はっきり誰だれとは思い出せない。

　部屋の奥には側そば仕づかえらしき女性が、老いた顔に驚きよう愕がくの表情を浮かべている。彼女はその腕うでにしっかりと小さな子を抱だいていた。その腕の中の子がしゃくりあげている、蘇芳を惹きつけたのはその泣き声だった。

「歴代の斎さい宮ぐうのほとんどは、生まれ落ちてすぐに烙らく印いんを受けていた。それに比べれば特に無む惨ざんな仕打ちというわけではあるまいに」

　蘇芳はぼんやりと、部屋の戸口から中を眺ながめた。側仕えはこちらを向いているが、蘇芳には気づいていないらしい。

「それに、聖なる烙印ですから、すぐに治りますよ。痕あとは残りますけど」

　小柄な男が、なだめるようにやわらかい声で言った。

「夏乃、今こ宵よいよりその子が斎宮じゃ。よう世話をしてやってくれ」

「し、白雪さまはどうなさったのです！」

「慌てるな。まだ生きておるわ。それもあと少しだがの」

「なんという……！」

　夏乃は、不安ゆえかすがりついてくる少女の体をますます強く抱きしめた。

　その少女の左手には布が巻かれている。

　捺おされたばかりの烙印を隠かくす聖布には、烙印に似た意い匠しようが施ほどこされている。夏乃がこの聖布を目にするのは三度目だった。

　最初は白鷺、次に白雪、そしてこの子。

　その聖布に施された意匠は、ぱらりぱらりと微笑むように咲さく小さな花々。

「その子は茉莉という。我が曾ひ孫まごに当たる」

　賀宗が重々しい口調で告げた。「我が息子むすこの、孫じゃ」

「自分が血の探さぐりをしましたので、間ま違ちがいはございません」

　小柄な男の声も、ものやわらかな口調もよく知っているのに、蘇芳は彼が誰であるのかなかなか思い出せなかった。

　そうだ、何もかもが不ふ明めい瞭りようで思い出せない。

　何かたいせつなことを忘れている。

　何か、とてもたいせつな……

「いたい」

　少女はしゃくりあげながら訴うつたえた。「おかあさんは？　ここどこ？」

「おお……」

　夏乃は跪ひざまずくと、少女の顔を覗のぞき込んだ。「かわいそうに……」

「おばあさん、だあれ」

「夏乃と申します、……茉莉さま」

　夏乃は不ふ憫びんそうに茉莉を見つめる。

「おかあさんは？」

　少女は繰くり返した。「おかあさん……」

　その顔はすでに涙で汚よごれている。烙印の痛みもだが、母親の不在と、見も知らぬ大人たちのあいだにいることが、彼女の不安を煽あおっているらしい。

「おまえは今夜から、ここで暮らすのだ」

　賀宗の声は厳しかった。

「どうして？」

　少女は驚おどろいたように賀宗を見上げる。「ここおうちじゃないよ」

「あんな場所をうちなどと軽々しく言うな」

　賀宗は侮ぶ蔑べつを込こめて吐はき捨てた。

「おうちだよ。みんながいるところだもの」

　茉莉は言い張った。「おうちに帰して。帰ったらゆきねえちゃんとあそぶんだもの。祥おじちゃんに、おせんたくもののたたみかたをおしえる約束をしたもの。帰らないとせーじが心配するもの……」

　せーじ。せいじ。

　青磁……

　突とつ然ぜん、頭に浮かんだ名前に、蘇芳は戸と惑まどった。

　とてもよく知っていた名前だ。

　たいせつな者の、名前だ。

「琥珀にいちゃんに、字をおしえてもらうんだもん！　黒曜にいちゃんが、たなを直すのを手伝うんだもん！」

　琥珀、黒曜。

　この名前も、……とても、たいせつで……

　三つの名前は、ぎりぎりと蘇芳の胸を締しめつけた。

　あまりの苦しさに、蘇芳はその場で頭を抱かかえ、どさりと膝ひざをつく。

「……蘇芳」

　小柄な男が振ふり向いた。さほど驚いていないから、蘇芳がいることに気づいていたのだろう。

「どうしました」

　男は歩み寄ってくると、やさしく問う。蘇芳はただ、頭を振った。何かを言おうとしても、重おも石しをつけられたように舌が動かない。

「気分がよくないようですね。春宮のあなたは病に倒たおれたのですよ」

　言い聞かせるように、彼は強い語調で告げた。

　そうだ、自分は病にかかったのだ。

　最近、やっと快復してきた。

　聖王である父がいなくなったので、即そく位いしなければならない。

「なのに、こんなところをひとりで出歩いていてはいけません」

「はい……」

　蘇芳はうつろに答えた。

「ごらんなさい、彼女が新しい斎宮です」

　彼は、夏乃に抱きしめられている少女を指し示した。

「新しい、斎宮……」

　守るべき存在だ。

　斎宮とは、守るべき……

「あなたの姪めいにあたります」と、やわらかな声が告げる。「あなたが聖王、彼女が斎宮として、これからは国を支えていくのですから、たいせつにしてあげてください」

　蘇芳はうなずいた。

　そうだ、自分は聖王になるのだ。

　立派な聖王になって、この国を治める。

　斎宮は、天地を整えて、人々を安あん寧ねいに導くのだ。

　そうすれば、この世には憂うれいなどなくなる。

　自分のように、傷ついた者も癒いやされるだろう……

　自分の、ように。

　──自分の。

「あああああああ！」

　蘇芳は両手で頭を押さえて叫んだ。

　痛い。

　苦しい。

　床ゆかにうずくまり、身を震ふるわせる。

　自分が生まれてきたために母は苦しんだ。与あたえられた苦痛をいつまでも忘れられなくなった。

　自分の存在が母を苦しめると気づいたのは、いつだったか……

「夜鳩、どうしたのじゃ、こやつは」

「上から重ねた記き憶おくと、もともとの記憶との不整合に苦しんでいるのです」

　夜鳩は溜ため息いきをついて賀宗を見る。「この子を即位させるのは、無理がありすぎますよ。他ほかに方法はありませんかね。いっそ殿でん下か、あなたが聖王位に就つけばいいじゃありませんか。この子だって、あなたの血を引いているとは認めたくないようだ。──ま、あんなろくでなしが父親だと言われりゃ絶望もするでしょうとも」

　二十五年近く前に、当時の斎さい宮ぐうであった白鷺に連れられて杖州公の別べつ邸ていに踏ふみ込んだ夜鳩は、地下室の惨さん状じようを思い返しているのか、最後は苦々しげに呟つぶやいた。

「儂わしのように老い先短い身では、足をすくわれるだけじゃ」

　賀宗は夜鳩の台詞せりふの後半を意図的に無視した。

「おや、今は八公の半分はあなたに依よっているというのに、ご信しん頼らいなさっていないのですか。それに、蘇芳だっていつまでも傀儡くぐつの王では、つけ込まれると思いますけど」

「それを、儂とそなたとあの男で補う」

「あまり朱月を信用しないほうがよくないですかね。彼には彼の思おも惑わくがあるでしょうし、私だってあてにされすぎても困りますよ」

　朱月。

　その名に、蘇芳の頭はきりきりと痛んだ。

　小さな足音がした。

「茉莉さま」

　夏乃の呼ぶ声。

「どうしたの……」

　小さな手が、蘇芳の髪かみにふれる。

　蘇芳は脂あぶ汗らあせを流しながら目を上げた。

　覗のぞき込んでくる少女は、秋色を纏まとっていた。髪も瞳ひとみも、枯かれた草のように地味でつやがない。だが、その色はあたたかさに満ちていた。

　蘇芳は深く息をついた。

「おにいちゃん、どこがいたいの」

　自分だって傷を負わされて、さっきまで泣いていたのに、彼女は心配そうに問う。

　蘇芳は黙だまったまま、ただ少女を見つめた。鈍にぶい頭痛はつづいている。

　だが、少女から感じるあたたかな何か、光に似た心ここ地ちよさが、呼吸を楽にしていく。

「いたい……」

「どこ？　あたま？」

　少女はそう言うと、蘇芳の頭を右手で撫なでた。「いたいの、いたいの、とんでけ。とおくのおそらに、とんでって」

　懐なつかしい節回しの囁ささやきに、蘇芳の両目から涙があふれて床に落ちた。

　……遠い昔、誰かがそのようにして痛みをまぎらわせてくれた。

　母だったか、

　それとも、憧あこがれていたあの方だったか、

　誰だったろう……思い出せない。

　取り戻せない懐かしい日々は、あたたかい光に満ちていた。小さな弟たちが、いて……守らなければ、といつも思っていた。自分は兄だから。

　親王と呼ばれ過ごしていた遠い日々……

　あのころにはもう戻れない。

　戻れないならば、前に進むしかない。

　立ち止まってなんになるというのだ。

「まだいたい？」

　問いかけてくる少女に、蘇芳は首を振った。

「いいえ……」

「ふん、新しい聖王と斎宮の相あい性しようはよさそうだな」

　そのようすを見た賀宗が吐はき捨てた。「しょせんは下げ賤せんの血を持つ者同士」

「高貴なる血なんて、たいしたことないんですけどねぇ」

　夜鳩が呟く。「誰もが最初は同じ猿さるから生まれているという説、殿下もご存じでしょうに」

「おまえは儂を怒おこらせたいのか」

　賀宗は夜鳩を睨にらみつけた。

　夜鳩は肩かたをすくめて微笑ほほえむ。

「お怒いかりにふれて処分されるのもまた一いつ興きよう」

「この道どう化けめ」

[image: ]

　賀宗に夜鳩を処分できるはずもない。このたびの簒さん奪だつは、夜鳩の力も大いに借りてしたことだ。つまりは、もしすべてが明るみに出ても罪をすべて夜鳩にかぶせることができる。そのためにはこの男を生かしておくべきだ。

　だがどちらにしろ失敗するつもりは賀宗にはない。

「……あの男など、信じておらぬ」

「利用できるだけ利用するだけ、ですか」

「むろんじゃ」

「きつねとたぬきの化かし合いですねぇ」

　そう言うと、夜鳩は声を立てて笑った。気の利きいたことを言ったつもりらしい。賀宗はそれも無視する。

　夜鳩はくだらないことを言い過ぎる。これはどうやら挑ちよう発はつの意味もあるらしいが、賀宗はそれを悟さとってからはまともに相手をしないようにしていた。

「あの人もですが、殿下もつくづくお気の毒です」

　しかし、夜鳩の戯たわ言ごとに、つい賀宗は反応する。

「貴様ごとき道化に憐あわれまれる謂いわれはないぞ」

　罵ば倒とうにも夜鳩は微笑んだ。
















　胸を圧あつ迫ぱくするほどに明確な気配と、目を閉じても感じられるちかちかとした光の強さ。

　朱月は夜や陰いんの中、人の気配がしない回かい廊ろうを廻めぐって、奥おく殿どのからほど近い円えん筒とう形の建物を見上げた。

　書しよ籍せき館かんは、奥殿から見て斎さい宮ぐう殿でんと対ついになる位置にある。国祖の正せい妃ひが好んでこもったのが書籍館の前身である建物で、国祖の長子が好んだのは斎宮殿の前身、姫ひめ宮みや殿でんであった。

　聖王、楓院清祥が、母である王太后、樟院静凜とともに姿をくらませて以来、奥殿から側そば仕づかえや侍じ従じゆう、護人さえも退去を命じられた。そのため回廊には蠟ろう燭そくの一本も点ともされていない。

　やがてこの奥殿には蘇芳が住まうようになるのだろう。……杖州公の目もく論ろ見みがかなえば、だが。

　冷たい夜気の中、光の気配を探さぐろうと立ちすくんでいると、衣きぬ擦ずれの音が朱月の集中を乱れさせた。

「……誰だ」

　暗がりへ誰すい何かの声を投げかけると、やがて草を踏ふむ足音がして、うつろな顔の青年が姿を現した。

「蘇芳か」

「何をしていらっしゃったんですか」

　彼は、いつになくはっきりした声で問う。朱月は眉まゆを上げた。

　夜鳩が記き憶おくの上書きを試こころみて以来、蘇芳は自動人形のように言動がぎこちなくなった。少なくとも、自ら考えて行動する人間には見えなくなった。

　だが、朱月がいぶかしく思ったのは、蘇芳の態度の変化だけではない。彼が、夜着の上衣の中に包み込むようにして抱だき寄せている子どもの姿だ。

「その子は……」

　蘇芳に寄り添そっている少女は、きょとんと朱月を見上げている。そのまなざしは翳かげりがなく、朱月のもっとも苦手とするあかるい意思の力に満ちていた。

「おじさん、だあれ」

　少女は気き後おくれもせず問いかけてくる。「どうしてそんなふうにまっくろなの……お顔も何もかも……」

　その言葉に、朱月は少女をまじまじと見まわした。その左手に烙らく印いんの聖布を見み出いだしてやや驚おどろく。

「その子は」

「斎宮の姫ひめ君ぎみです」

　蘇芳は抑よく揚ようのない声で答えた。朱月は眉を寄せた。

「斎宮の、姫君だと？」

「ちがうよ」

　少女が首を振ふった。「わたしは、茉莉っていうの」

　朱月は彼女の名乗りを無視した。

「殿下は、このような時刻にこのような場をうろついていてはなりませんよ。早く寝しん所じよにお戻りください」

「姫が、どうしてもこちらに行ってほしいとおっしゃるから、お連れしたのです」

　蘇芳は機械的な口調で答える。

「あのね、女のひとが、困ってるの。そろそろ食べるものがないんだって」

　少女の言葉を、朱月はまったく理解できなかった。

「女のひと……」

「あそこにいるの」

　茉莉は書籍館を指し示した。「おっきなねこもいるわ」

「おっきなねこ……それは、くろい猫ねこですか」

　朱月が問うと、ようやく与あたえられた反応がうれしいのか、茉莉はにっこりした。

「そうよ。おっきなくろいねこ。しっぽがいっぱいあって、もふもふしてるの！」

　尾おが複数ある巨きよ大だいな黒猫といえば、黒ハル猫ノ神カミだ。だが、何な故ぜこのような子どもがその気配を察知しているのか。

「その、女のひとは、どんな人ですか」

　朱月が問うと、茉莉は困ったように眉を寄せた。

「えっとね、……きんいろで、赤くて、みどりなの」

　子どもの要領を得ない返答に、朱月は思わず苦く笑しようした。

　このようにたどたどしい幼さは、朱月には懐なつかしく、心がなごんでしまいそうになる。

　だが、なごんでいる場合ではない。

「殿下、姫を斎宮殿へお戻しください。このような時刻に出回ってよいはずはありません」

「わたし、姫じゃないわ」

　茉莉は唇くちびるをとがらせた。「おなかの空すいてる女のひとに会ったら、うちへ帰るの」

　うちへ。

　家族が待っている、帰るべき場所へ。

　……朱月がなくしてしまったもののひとつだ。

「あなたはもう烙印があるのでしょう、ですからもう斎宮の姫なのです」

　朱月は低い声で言った。「あなたの帰るところは、斎宮殿です」

　茉莉はきょとんとした。

「わたし、……ちがうもの。みんなが待ってるから、うちに帰る」

　頑がん固こに言いはる。

　斎宮とされる者たちは、みな一様に頑固なのだろうか。その頑固さに、朱月はふと考えた。

「ずっとそうおっしゃっているので、せめて姫のお気が済むよう、書籍館へお連れするところなのです」

　蘇芳が重ねて説明した。

「そうか。……では、私も途と中ちゆうまでは同行しよう」

　朱月は言うと、先に立って歩き出す。

　あとからふたりがついてくる気配を感じながら、朱月は闇やみの中を歩いた。

　月光が射さし、足もとに濃こく影かげを落とす。

「あそこ！」

　木々のあいだに見え隠かくれしていた書籍館の全景が見えてくると、茉莉は叫んで駆かけ出した。

　子どもは転がるように階段を上ると、戸口の前で振り返る。

「ここ、この中にいるの！」

　近づいていく蘇芳を、朱月はその場にたたずんで見送る。

　目を閉じても感じられるほどの光の気配が間近に来ていた。

　それを確かめるのはやめて、朱月は来た道を戻り始めた。










　千白を含ふくむ一行は、城じよう壁へきの穴を無事に抜ぬけて城内へ入った。

　向かうは書籍館である。まずは葉子の無事を確かく認にんしたいと白雪が望んだからだ。

「……誰だれかいるみたいだ」

　白雪は庭園の小こ径みちから書籍館の前に出ようとしていたが、琥珀の声に足を止めた。

「誰か？」

「あれは、……」

　書籍館に目を向けた青磁が息をのむ。「兄貴、か……」

　他人とわかった今でも、青磁にとって蘇芳は兄だ。そう強く感じながら、青磁は闇を透すかし見た。

「もうひとり、いるわ」

　白雪は、蘇芳より小さな子どもの姿にはっとする。「あれ、茉莉ちゃんよ！」

　言うなり、白雪は闇の中へ跳とび出す。千白が無言でそのあとを飛びながらついていく。

　白雪が小径を駆け抜けて書籍館の前へたどりつくと、すでに気づいていたのか、茉莉がこちらを見つめていた。

「茉莉ちゃん……！」

「ゆきねえちゃん!?」

　茉莉の顔がぱあっと輝かがやく。

　石段を蹴けるようにして跳んできた少女を、白雪は抱き留とめた。

「だいじょうぶ？　こわかったでしょう……」

　ぎゅっと抱きしめてその背を撫なでさすりながら、茉莉のとびおりてきた石段を見上げる。千白がその後ろで守るようにして立つ。

　書籍館の入り口には、いぶかしげな表情を浮かべた蘇芳が立っていた。

「何者、だ」

　ぎこちない誰すい何かに、白雪は愕がく然ぜんとした。

「蘇芳、……わたしよ、白雪よ。わからないの」

「しら、ゆき……？」

　蘇芳の顔に、苦しげな表情が浮かぶ。何かを思い出そうとしている顔つき。

「術がかかっているようだ」と、千白がそのようすを見て言った。

「ゆきねえちゃん？」

　腕うでの中で、茉莉が顔を上げた。「ゆきねえちゃんは、すう兄ちゃんを知ってるの」

　白雪はうなずいた。

「わたしの、……たいせつな人の、ひとり」

「蘇芳！」

　琥珀の声がした。青磁と黒曜もつづいて白雪のそばに立つ。

　蘇芳だけはぼんやりと、ただ不思議そうな顔をして石段の上に立ちつくしている。

「……ゆきねえちゃんは、すう兄ちゃんを、すきなの？」

　どうしてか、茉莉の声が微び妙みように暗さを帯びたのがわかった。

「まつり！」

　青磁が慌あわてたように声を上げる。「何を破は廉れん恥ちなことを！」

　だが白雪はかまわず、首を振った。

　式シキが解けた今となってみれば、これまでの自分がいかに人の心の機き微びに疎うとかったか、白雪にはわかるようになっていた。あれでは人の輪にとけ込めなかったのも無理はないと、客観的に考えられるほどに。

　今の白雪には、茉莉の言葉の意味も、彼女の懸け念ねんも正確に理解できた。

「茉莉ちゃんが言う意味の、好きではないわ」

　その言葉に、琥珀が複雑な表情を浮かべた。青磁は呆あつ気けに取られている。そして黒曜は、何もかも知っている、と言いたげに微笑ほほえんだ。

　蘇芳をたいせつだと思う。

　だが、彼をもっとも愛しているわけではない。

　蘇芳が求めるように、救うことなど自分にはできない。

　明星の言ったとおりだ。

　もっとも救いたい人がいるのに、片手間に他ほかの者を救えるほど自分は器用ではないし、またそのように他者を軽かろんじて扱あつかってはならないと、今ならはっきりとわかった。

　もっとも救いたい人。

　取り戻したい人が、いるのだ……

「わたしは、……みんなとてもたいせつだけど、好きというのとは、違ちがうの」

　白雪の答えに、茉莉は首をかしげた。

「たいせつは、すき、じゃないの？」

　茉莉の問いに、蘇芳のうめき声が重なる。

「兄貴！」

　青磁が階段を駆け上がった。蘇芳に手を伸のばそうとした瞬しゆん間かん、白はく刃じんがきらめく。

　殺気を感知した青磁は、一瞬で刃やいばから跳びすさって逃のがれた。

「姫を放せ」

　機械的な声が、蘇芳の唇くちびるから漏もれる。その手には、帯びていた剣けんがあった。

「やっぱり、……傀儡くぐつの術だ」

　琥珀が囁ささやく。

「兄貴、目をさませ！」

　青磁が声を嗄からして叫ぶ。

「無む駄だだよ、正確に術を解かないと、操あやつられたままだ」

　蘇芳が叫びながら斬きりつけてきた。四人は四方向へ散る。

「おまえには解けないのかよ！」

　青磁が琥珀に向かって叫ぶ。

「止まってくれなきゃ無理無理！」

「止めるか？」

　黒曜が蘇芳の後ろを取ろうとするが、蘇芳がやみくもに振ふり回す剣のためにできない。

「こんな夜よ更ふけに、何をしているんだ？」

　書籍館の入り口が開いて、場違いな呼びかけが聞こえた。

「葉子さん、やっぱりここに……？」

　驚おどろいた白雪が動きを止めると、蘇芳がそれへ大おお股またに歩み寄り、剣を振り上げた。

「しらゆき！」

　それまで傍ぼう観かんしていた千白が叫んで、茉莉ごと白雪を抱だき上げ、後ろへ跳びすさる。

「千白、なんとかできない？」

「あいつを殺してもいいなら」

「それはだめ！」

　やはり輝キ石セキノ神カミは、人間に手加減できないらしい。

　白雪は腕の中の茉莉を覗のぞき込んだ。

「茉莉ちゃん、だいじょうぶ？」

「うん……」

　このままでは茉莉をも傷つけてしまうかもしれない。そう考えて白雪は、書籍館の階段めがけて走った。

「葉子さん、この子をお願いします！」

「いいけど……」

　蘇芳が異常を来きたしているのを、さすがに葉子も察したらしい。茉莉を手て渡わたすと、葉子は子どもを抱きしめた。

「ゆきねえちゃん……！」

　茉莉の呼ぶ声を背に、白雪は芝しば生ふの上に躍おどり出た。

「兄貴、目をさましてくれ！」

　悲痛な青磁の叫びが響ひびき渡る。

「蘇芳、俺たちがわからないのか」

　悲しげに、黒曜が問う。

　蘇芳は剣を手にしたまま、ぼんやりと弟たちを見つめた。

「お兄ちゃん、……」

　琥珀が、呼ぶ。

　昔のように。

　……琥珀がいつまでも、成人後も蘇芳をそのように呼んでいたのは、実は自分たちに血のつながりなどないことを知っていたからだ。

　それでも彼を兄だと思っていたかった。閉じ込められていたときから会いに来てくれた兄弟たちを、本当の兄弟だと思っていたかったのだ。

　それは、青磁も同じだった。黒曜も。

　あまりの大逆に事実を口に出せず、他の者を欺あざむいている罪悪感に苛さいなまれながら、それでも、──偽いつわりの兄弟を何よりもよりどころとして生きてきた。

　蘇芳もそうだったのを、琥珀は知っている。

　弟たちを守ることで、自分が兄だと思うことで、救われていたのだ……

「白雪、あれを呼べ」

　白雪の後ろに浮かんで、千白は言った。

「あれ？」

[image: ]

「杖つえ」

　千白の短い示し唆さに、あ、と思い出す。

　賀宗は白雪を斎さい宮ぐう位いより下ろしたが、九く連れん環かん杖じようは今でも斎宮として認めてくれているだろうか。

　呼んでも出てきてくれるだろうか。

　──迷っている暇ひまはない！

「九連！」

　呼ぶと、たちまち左手に硬かたい感かん触しよくがおさまる。白雪の全身が、神音かのんに共鳴するように光を帯びた。

　蘇芳の動きが止まる。九連環の鳴らす神音が彼にはつらいのか、その場で立ちつくし、体を震ふるわせ始めた。

「刃の武器になれと命じろ」と、千白が告げる。

「蘇芳を斬れって言うの!?」

「斬るのは、かけられている術だ。五ご星せい剣けんや一いち斬ざん刀とうならば、肉や骨は断たてん」

　千白の言葉に、白雪は手の中の九連環杖を見つめる。

「九連、刃の武器になれる？　人は斬らないで」


仰おおせください、わがきみ　いつでもこの身は　命ずるままに変へん化げします



「わたしでも扱える刃の武器に！」

　白雪が叫ぶと、九連環杖は強くひかりを放った。

　次の瞬しゆん間かん、白雪の手の中には剣があった。通常の剣より小こ振ぶりなそれは、柄つかに五つの星の意い匠しようがきらめいている。

「五星剣……」

　琥珀の声が聞こえた。

　白雪は、ほとんど剣を手にしたことがない。ひいなの武術の講義でも、小こ太だ刀ちはともかく、剣の扱あつかいは女性には不要と、教えられていなかった。

　だが、この剣は重さも長さもちょうどよくて、あつらえたようにしっくりと白雪の手に収まっている。

「蘇芳、……目を、さまして！」

　白雪はそう叫ぶと、剣を持った右手を振り上げた。










　神杖の結界は、浅緋にとってさほど意味を持たない。

　国祖の血筋によって張られた結界は、国祖と同じ血を持つ者ならば容易に受け容いれる。

　そして、浅緋は国祖と同じ血を持っていた。

　彩湖の湖面を眺ながめていると、背負った者たちがざわめくのが浅緋にはわかる。短いあいだだが暮らした土地が懐なつかしいのだろう。神杖の斎宮となる姫を手にかけようとしたときはこれほどまでにざわめきはしなかったのだが。

　解放のときが近づいているのかもしれない。

　──昔、浅緋は朱月の復ふく讐しゆうに手を貸し、自分の一族である見ミ杖ヅエの民たみを殲せん滅めつさせた。それ以来、浅緋はずっと彼の意に沿うよう努めた。

　何な故ぜなら、彼を生かしたのは自分だったからだ。

　そして、浅緋を生かしたのも朱月だ。

　お互たがいの首を絞しめ合う間あいだ柄がらで、つかず離はなれず生きてきた。

　自分は彼を憎にくんでいるのだろうか。浅緋は自問した。

　憐あわれんでいるのかもしれない。

　申しわけなかったとは思う。風狩カガリの民を滅ほろぼすきっかけをつくったのは浅緋なのだから。

　だが、頭を下げられるはずもない。謝ったとしても、浅緋が罪の意識から逃のがれられるだけだ。朱月の苦しみは癒いやされるどころか、増すばかりだろう。

　謝罪をすべき場合と、しないほうがよい場合がある。浅緋の場合はまさしく後者だった。

　……謝って許しを乞こえばよかったのだろうか。そして彼にすべてを失ったことを忘れさせ、ともに新しい土地へ移ってしまえばよかったのか。地続きの他国ではなく、海を越こえてはるかかなたの大陸へ。

　行けば、よかった。

　行けばよかったのだ……

「一いつ緒しよに、逃にげればよかった」

　浅緋は、水辺に膝ひざをついた。覗のぞき込むと、まっくらな水に顔が映る。

　人間は、苦しい体験やつらい記き憶おくを封ふうじ込めようとする習性を持っている。

　この彩湖はその習性に倣ならうようにしてつくられた人工湖だ。

（無念の死し霊りようたちと相対するには、俺たちはまだ弱すぎる）

　記憶の中によみがえる青年は、神杖国の初代聖王、今では国祖と呼ばれる存在だ。浅緋の正体を知らず、そう語ったのを、浅緋は昨日のことのように思い出せる。

（俺たちよりも強い力と心を持った者が、この先に生まれるのはわかっている。問題を先送りにするだけだが、その者たちが死霊の憂うれいを取り除いて安らかにしてくれることを願うしか、今の俺にはできない。──そうすれば、この国土も古き血の呪のろいから解き放たれて自由になるだろう）

　浅緋の弟の息子むすこ、つまりは甥おいにあたる彼は、浅緋にも朱月にも似ているように見えた。

　非ひ業ごうの死を遂とげた数あま多たの死霊がこの地を跋ばつ扈こすることを知った彼は、我が身の無力を痛感しながら、自分に宿る輝キ石セキノ神カミに国土を漂ただよう無数の死霊の封印を命じた。

「今がその、耐たえられるようになったときか」

　浅緋は水みな面もに向かって呟つぶやいた。

　朱月が望んでいるのは、封印されている死霊を解放することだろうと、浅緋には見当がついていた。しかも彼は、死霊に新しい肉体を与あたえて、本当にこの世によみがえらせようとしているのだ。

　だからこそ、禁きん呪じゆを使いこなせるであろうあの娘を利用しようとしている。

「あの娘は何を望むのだろうな」と、浅緋は誰にともなく問うように呟いた。「今まで欺あざむかれていたことへの復讐か？」

　浅緋が抑おさえつけていた者たちが、それに答えるように背後でざわめく。

　浅緋は背後に同族の死霊を数え切れないほど背負っている。それは浅緋が、自分で背負うべき罪そのものだと納なつ得とくして受け容いれた死霊たちだった。

　最初は重すぎると感じていたかれらも、今では羽の重さほどにしか思えない。それは、長きにわたって生きすぎた浅緋の竜りゆう珠しゆが、人間離ばなれした力を蓄たくわえてしまったからだろう。

　竜珠は年数を経れば経るほど操あやつることのできる不思議の力を大きくするのだと、浅緋は自らの身を以もつて知った。

（まさか）

　死霊たちはあまりにも長く地上に留め置かれたために、そのほとんどが意思を失っている。あるのは、突とつ如じよ命を絶たれたことへの憤いきどおりや悲しみだけだ。

（あの子は、そんなことを考えてはいませんよ……）

　──その中でも明めい瞭りような答えを返した死霊は、この、ひとりだけ。

　浅緋の、同じ母から生まれた弟。

　年の離れた弟は、残ざん忍にんな見ミ杖ヅエの血を受け継ついだとは思えないほど穏おだやかな気質の少年だった。篝かがり火びに投げ捨てられていた婢はしためを拾い、傷の手当てをして、その心身の傷を癒した。自分よりいくつも年上のその女を、古い玩おも具ちやと嘲あざわらわれつつも心から愛しいつくしんだ。やがて女は笑え顔がおを取り戻し、弟の子を産んだ……

　だが、朱月が見ミ杖ヅエの一族を殲滅したときに、その弟も殺された。

　それでも弟の息子の血統が、長きにわたって神杖を支えつづけたのである。

　弟の死を目まの当たりにして以来、浅緋はさまよう同族の死霊を自分で背負うようになった。たとえ直接手にかけておらずとも、かれらの命を奪うばったのは朱月に手を貸した自分だという思いがあったからだ。

「そうだろうな」と、浅緋は声に出して呟く。「あの娘はおまえの血を引いている……」

　ふと、死霊の気配が絶えた。

　ほぼ同時に、月のひかりを受けながら浅緋の傍かたわらに姿を現したのは朱月だった。

「来たな」

　浅緋は目を上げて朱月を見た。

「……やっと、終わる」

　朱月は、手のひらを見つめた。

　月光に照らされた皮ひ膚ふは、くろがねの輝きを帯びている。

「いや、終わらせることができる」

「おまえの望みが、ようやく叶かなうんだな」

「おまえも、自分の望みを叶えるか」

　問いかけに、浅緋はちょっと笑った。

「……俺の望みは、おまえが本当の望みに、」

　浅緋の足もとの地面がえぐれた。見ると、朱月のかざした手のひらが黒くひかっている。

　闇やみの、ひかりだ。

「俺の本当の望みは、この国にはびこる者たちが苦しみぬいて死ぬことだ」

　その言葉に、浅緋は眉まゆを上げた。

「なあ、朱月」と、彼は問う。「俺たちが死んだら、やはり何千年となく、この地上をさまようのだろうか？」

　浅緋も朱月も、つねならぬほどに長く生き、犯おかした罪も数え切れない。

　死して地上をさまよう霊れいは、現うつ世しよをぼんやりとしか見通せないという。だから望む場所にたどりつけず、むしろ遠ざかってしまうという説もあった。

　罪が深ければ深いほど、視界は暗いそうだ。

　自分たちもそのように、真しん闇あんの中に射さす光を求めてさまよいつづけるのだろうか。

「まさか」と、朱月は嘲あざわらった。「俺たちの依よる肉体が滅びれば、魂こんも霊も無む間げん火か焰えん界に堕おちるに決まっている。地上をさまよい罪を償つぐなって天てん堂どうになどゆけるわけがない。大地の中でこの世が終わるまで焙あぶられつづけるのさ」

「……そうか」

「怖こわくなったのか？　浅緋」

「いや」

　浅緋は首を振ふった。

　どうせそのときはひとりではないと、言わずにおく。




　どうせそのときは、おまえも一緒だろう？








あとがき









　こんにちは、すがぬまです。

　五冊めの本『星宿姫伝　しろがねの覚醒』をお届けします。




　今回ほど出すのが恥はずかしい本は初めてです。

　何な故ぜなら、編集様に指し摘てきしていただいた修正の箇か所しよが（誤字脱だつ字じや文脈の矛む盾じゆんを除いて）、今まででもっとも少ないからです。つまり、ほぼ自動書記状態で書いているナマの文章に近い作品が世に出てしまうわけですよ！

　ある意味すっぴんです。いろんな意味でコワ！

　というわけで、いつもよりドキドキ感満まん載さいでお送りします。




　星宿姫伝を書くようになってから、商業ルートを通じて世に出た作品はすべて読者様のものであり、作品が自分の意図した通りに受け取ってもらえなくても、それは自分の未熟が招いたことなんだなあと痛感するようになりました。

　それに何より、自分がどういう意図（テーマやコンセプト）で書いたかより、お読みくださった方が少しでも楽しかった、読んでよかった、と思ってくださることのほうがよほど大切だと考えるようになりました。

　これからも、読後にそう思っていただけるように、日々がんばりたいと思います。




　皆みな様さまのおかげで、このしろがね編も次で最終巻となりました。

　いちおう次で今の話に決着はつきます……つく、予定です。

　次巻には、最後までおつきあいくださった方に、感謝の気持ちを形にしてお贈おくりできるかもしれませんので、お楽しみにお待ちください。

　できればその先もつづけて書かせていただけるといいな～と希望していますが、続編に関しては、読者の皆様の応おう援えんだけが頼たよりです。本当に、どうぞよろしくお願いいたします。

　ご感想のおたよりもお待ちしています。相変わらず、ちまちま小冊子を手作りして返信していますので、ゆっくりお待ちくださいませ。

　ところでおたよりをくださる際に、返信用封ふう筒とうを入れてくださる方がいらっしゃいますが、小冊子をお送りする都合上、使用できませんので、同どう封ふうは不要です。お気持ち、ありがとうございます。




　最後に、叱しつ咤た激げき励れいして前に進む勇気をくれる友だち、かわゆらしいのだけがとりえのくろもふの我が殿との、今では大好きな離はなれて暮らす家族、美び麗れいな挿さし絵えをつけてくださる絵師の瀬田さま、お世話していただきまくりの編集様に感謝申し上げます。

　そして重ねて、読者様、残すところあと一冊のしろがね編、今しばらくおつきあいくださいますようにと祈いのりつつ。




　次巻『星宿姫伝　しろがねの永遠』でお会いできますように。





似合う擬ぎ音おんは「のうのう」と「のらくら」　菅沼理恵　拝　　









　もふもふも日記　http://blog.livedoor.jp/sieraden/
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